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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声情報と静止画像情報が記録されているとともに、前記音声情報と前記静止画像情報
との間の再生関係を示す管理情報が記録されており、
　前記音声情報を再生する第１の再生単位および第２の音声情報を有し、
　前記第１の再生単位で第１の音声情報を再生するときに同時再生する静止画像情報を指
定した第１の管理情報と、
　前記第１の再生単位で前記第１の音声情報とは異なる第２の音声情報を再生するときに
同時再生する静止画像情報を指定した第２の管理情報と
　が記録された情報記憶媒体に対して、
　前記第１の音声情報と前記第２の音声情報を結合して新たな前記第１の再生単位を形成
する第３の音声情報を作成し、
　前記第３の音声情報に対応した第３の管理情報を前記情報記憶媒体上に記録するととも
に、
　前記第３の管理情報で指定した静止画像情報に、前記第１の管理情報内で指定した静止
画像情報のうちの全部または少なくとも一部と、前記第２の管理情報内で指定した静止画
像情報のうちの全部または少なくとも一部を含ませ、
　前記第３の音声情報において、前記第１の音声情報が前記第２の音声情報より先行して
再生される場合には、前記第３の管理情報の記録場所が前記第１の管理情報の記録場所に
兼用して利用されるとともに、
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　前記第１の管理情報で指定した静止画像情報と前記第２の管理情報で指定した静止画像
情報の総和が所定値を超えた場合には、前記第３の管理情報で指定する静止画像情報の総
和が所定値まで削減された後に、削減された残りの静止画像情報を指定する情報を前記第
３の管理情報のうちの前記第１の管理情報に対応する部分に記録し、
　前記第３の管理情報で指定した静止画像情報以外の静止画像情報を指定する情報を前記
第３の管理情報のうちの前記第２の管理情報に対応する部分に記録する
　ことを特徴とする静止画像つき音声情報の編集方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、メモリカードあるいはディスク（相変化光ディスク、光磁気ディスク、磁気
ディスク）などの、記録／再生可能な情報記憶媒体の改良に関する。
【０００２】
とくに、デジタル音声情報と組み合わせてデジタル画像情報を記録／再生するに適した、
リムーバブルでポータブルな情報記憶媒体の改良に関する。
【０００３】
また、この発明は、上記情報記憶媒体に記録された情報の再生方法に関する。
【０００４】
さらに、この発明は、上記情報記憶媒体に記録された情報の編集方法に関する。
【０００５】
【従来の技術】
デジタル音声情報を記録するリムーバブルでポータブルな情報記憶媒体として、
（Ａ）ＣＤ－ＤＡ（デジタルオーディオをピット形状で記録したコンパクトディスク）；
（Ｂ）ＣＤ－Ｉ（ＣＤインタラクティブ）あるいはビデオＣＤ；
（Ｃ）ＤＶＤ（デジタル・バーサタイル・ディスク）ビデオあるいはＤＶＤオーディオデ
ィスク（相変化記録）；
（Ｄ）ＭＤ（光磁気記録を利用したディスク）；
（Ｅ）ソリッドオーディオ（フラッシュメモリ等の半導体メモリカード）；
などが現存する。
【０００６】
情報記憶媒体そのものの形態としては、上記（Ａ）から（Ｄ）はディスク形状を有してい
る。これらの情報記憶媒体では、媒体を回転させながらレーザビームの収束光を媒体上の
記録層に照射し、その反射光の変化を再生信号として検出している。
【０００７】
これに対し、上記（Ｅ）は、サイズおよび形状は様々であるが、大まかに言って、カード
形状を有している。この（Ｅ）は、カード形状体に内蔵された半導体メモリ（主にフラッ
シュメモリ）内にデジタル音声情報を記録するもので、カード表面の所定部分に設けられ
た電極端子を経由して、音声情報の記録／再生処理を行うようになっている。
【０００８】
上記（Ａ）のＣＤ－ＤＡは再生専用であり、ユーザは新たな音声情報を追記できず、かつ
、既に情報記憶媒体上に記録された音声情報に対する編集処理も不可能である。さらに、
このＣＤ－ＤＡは、静止画像情報を情報記憶媒体上に記録できないフォーマットになって
いる。
【０００９】
これに対して、上記（Ｂ）のＣＤ－ＩあるいはビデオＣＤ、および上記（Ｃ）のＤＶＤビ
デオあるいはＤＶＤオーディオでは、音声情報再生と同時に静止画像の表示も可能なフォ
ーマットになっている。が、どちらも再生専用なため、ユーザによる新たな音声情報の追
記が不可能であり、かつ既に情報記憶媒体上に記録された音声情報に対する編集処理もで
きない。
【００１０】
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一方、上記（Ｄ）のＭＤでは、ユーザによる情報記憶媒体に対する新たな音声情報の記録
が可能なだけでなく、「曲の結合（コンバイン）」、「曲の分割（ディバイド）」、「曲
の削除（イレーズ）」、「曲の移動（ムーブ）」などの編集処理が可能になっている。
【００１１】
しかし、ＭＤは、音声情報再生時に静止画像を同時に表示できるフォーマットにはなって
いない。
【００１２】
上記（Ａ）から（Ｃ）のパッケージメディアとは別に、近年、ＭＰ３（ＭＰＥＧオーディ
オ・レイヤ３）あるいはＡＡＣ（ＭＰＥＧオーディオのアドバンスド・オーディオ・コー
ディング）により圧縮されたデジタル音声情報をインターネット上に配信し、この圧縮音
声情報を受信側で上記（Ｅ）のメモリカード（主にフラッシュメモリ）に記録し、記録済
みのメモリカードをユーザが携帯しながら再生するシステムが普及しだした。
【００１３】
この場合には、ユーザによるメモリカードへの新たな音声情報記録が可能なだけでなく、
記録済みの音声情報の編集処理も可能となる。しかしこの場合でも、現状では、音声情報
に合わせた静止画像を記録しあるいは編集できるフォーマットにはなっていない。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
ＣＤ－Ｉ、ビデオＣＤ、あるいはＤＶＤオーディオのように、音声情報再生と同時に静止
画像情報も表示可能であり、さらにユーザによる新たな音声情報の記録や編集が可能なオ
ーディオシステムの登場を市場は強く望んでいる。
【００１５】
また同時に、このシステムでは「曲の結合」あるいは「曲の分割」といったレベルの編集
機能も要求されている。
【００１６】
しかし「曲の結合」や「曲の分割」を行った後に曲単位で音声情報を再生する場合、同時
に表示すべき静止画像情報の選定方法と各静止画像情報の表示タイミングの決定が非常に
難しい。
【００１７】
たとえば、同じ再生時間を持つ曲＃αと曲＃βが記録済みであり、曲＃αの再生時に２０
枚の静止画像を短時間で切り替えながら表示するようになっており、曲＃βでは曲の再生
時に１枚のみの静止画像を継続して表示し続けるようになっていた場合を考えてみる。
【００１８】
ここで、曲＃αと曲＃βを編集により結合して曲＃γとした場合、曲＃γ再生時に最初の
静止画像２０枚が短時間の内に切り替え表示され、（同一の曲＃γ中なのに）最後の１枚
だけが長時間連続表示されるようになったら、ユーザは奇異に感じてしまう。
【００１９】
また、曲＃θを曲＃ιと曲＃κに分割した場合、曲＃ιおよび曲＃κそれぞれで表示され
る静止画像をどのように設定したら良いかが問題となる。
【００２０】
前述した（記録後の編集が可能な）ＭＤも含めて、「曲の結合」や「曲の分割」などの編
集を行った後の静止画像の最適な表示方法については、その指針を明確に示したフォーマ
ット（規格）は、現存しない。
この発明は上記事情に鑑みなされたもので、その第１の目的は、記録済みの音声情報（曲
）に対して「結合」あるいは「分割」などの編集を行った後の静止画像をどのように表示
したらよいかについて、その指針を与える情報（イメージポインタ情報）を持つことので
きる情報記憶媒体を提供することである。
【００２１】
また、この発明の第２の目的は、上記情報記憶媒体に記録された情報の再生方法を提供す
ることである。
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【００２２】
さらに、この発明の第３の目的は、上記情報記憶媒体に記録された情報の編集方法を提供
することである。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
上記第１の目的を達成するために、音声情報（オーディオオブジェクトＡＯＢ）および画
像情報（イメージオブジェクトＩＯＢ）の記録領域を持つ情報記憶媒体（図３の１００ま
たは図４の１７０）では、前記音声情報（ＡＯＢ）を再生する第１の再生単位（曲）およ
びこの第１の再生単位（曲）以下の細かさの第２の再生単位（セルＣ／ＡＯＢ／ＩＯＢ／
トラックＴＫ）が定義される。第１の再生単位（曲）は、１個以上の第２の再生単位（Ｃ
／ＡＯＢ／ＩＯＢ／ＴＫ）で構成される。この情報記憶媒体には、前記第２の再生単位（
Ｃ／ＡＯＢ／ＩＯＢ／ＴＫ）に関する管理情報（セル情報ＣＩ／オーディオオブジェクト
情報ＡＯＢＩ／イメージオブジェクト情報ＩＯＢＩ／トラック情報ＴＫＩ）が記録される
。この管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＩＯＢＩ／ＴＫＩ）内には、前記音声情報（ＡＯＢ）
と前記画像情報（ＩＯＢ）との間の再生関係（図６または図７の矢印）が記載される。前
記音声情報（ＡＯＢ）と前記画像情報（ＩＯＢ）との間の再生関係（図６または図７の矢
印）が記載されている１個以上の前記管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＩＯＢＩ／ＴＫＩ）の
少なくともいずれか（図６のＡＯＢＩ＃２、図７のＣＩ＃２）が、前記第２の再生単位（
Ｃ／ＡＯＢ／ＩＯＢ／ＴＫ）を含む前記第１の再生単位（図６、図７の曲＃β）で前記音
声情報（図６、図７のＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）を再生するときに表示すべき画像情報（Ｉ
ＭＧ＿０２．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０３．ＩＯＢ）を指定する情報（図６、図７のＩＰＩ＃２
）を含む。
【００２４】
この発明に係る情報記憶媒体は、個々の情報記憶媒体に固有の識別情報（ＩＤ）を格納す
る領域（図３ａの１０３；図４ｂの１８００）を持つことができる。
【００２５】
この発明に係る情報記憶媒体はまた、記録される情報が暗号化された場合において、この
暗号化された情報の解読に必要な情報（キー）を格納する領域（図３ａの１０３；図４ｂ
の１８００）を持つことができる。
【００２６】
この発明に係る情報記憶媒体はまた、この媒体に情報記録を行いまたはこの媒体から情報
再生を行なう装置（図９）との間で、相互認証を行なう手順（図１０のＳＴ１０）が記述
された領域（図３ａの１０２；図４ｂの書替可能データゾーン１８００～１８３０の何処
か）を持つこともできる。
【００２７】
この発明に係る情報記憶媒体に記録される音声情報（ＡＯＢ）は、所定のヘッダ（図８ｄ
の２７１０）および所定の方法（図８ｄのＭＰＥＧ２／ＡＡＣなど）で圧縮されたデジタ
ルオーディオ情報（図８ｄの２７４０）を含むことができる。この所定のヘッダ（図８ｄ
の２７１０）は暗号化されない領域（図８ｅの２８１０）に格納され、前記圧縮されたデ
ジタルオーディオ情報は、所定の暗号化単位（図８ｅの＃ａ～＃ｆ）で、暗号化された領
域（２８２０）に格納される。
【００２８】
さらに、この発明に係る情報記憶媒体は、音声情報（オーディオオブジェクトＡＯＢ）お
よびテキスト情報（ＴＯＢ）の記録領域を持つことができる。
【００２９】
、前記音声情報（ＡＯＢ）を再生する第１の再生単位（曲）およびこの第１の再生単位（
曲）以下の細かさの第２の再生単位（セルＣ／ＡＯＢ／ＴＯＢ／トラックＴＫ）が定義さ
れる。第１の再生単位（曲）は、１個以上の第２の再生単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＯＢ／ＴＫ
）で構成される。この情報記憶媒体には、前記第２の再生単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＯＢ／Ｔ
Ｋ）に関する管理情報（セル情報ＣＩ／オーディオオブジェクト情報ＡＯＢＩ／テキスト



(5) JP 4153629 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

オブジェクト情報ＴＯＢＩ／トラック情報ＴＫＩ）が記録される。この管理情報（ＣＩ／
ＡＯＢＩ／ＴＯＢＩ／ＴＫＩ）内には、前記音声情報（ＡＯＢ）と前記テキスト情報（Ｔ
ＯＢ）との間の再生関係（図１６または図１７の矢印）が記載される。前記音声情報（Ａ
ＯＢ）と前記テキスト情報（ＴＯＢ）との間の再生関係（図１６または図１７の矢印）が
記載されている１個以上の前記管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＯＢＩ／ＴＫＩ）の少なく
ともいずれか（図１６のＡＯＢＩ＃２、図１７のＣＩ＃２）が、前記第２の再生単位（Ｃ
／ＡＯＢ／ＴＯＢ／ＴＫ）を含む前記第１の再生単位（図１６、図１７の曲＃β）で前記
音声情報（図１６、図１７のＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）を再生するときに表示すべきテキス
ト情報（ＴＸＴ＿０２．ＴＯＢ～ＴＸＴ＿０３．ＴＯＢ）を指定する情報（図１６、図１
７のＴＰＩ＃２）を含む。
【００３０】
上記第２の目的を達成するために、音声情報および画像情報の記録領域を持つ情報記憶媒
体の再生方法では、音声情報（ＡＯＢ）および画像情報（ＩＯＢ）の記録領域を持つもの
であって；前記音声情報（ＡＯＢ）を再生する第１の再生単位（曲）およびこの第１の再
生単位（曲）以下の細かさの第２の再生単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＫ）を有し；前記第１の再
生単位（曲）は１個以上の前記第２の再生単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＫ）から構成され；前記
第２の再生単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＫ）に関する管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ）が記
録され；前記管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ）内に前記音声情報（ＡＯＢ）と前記画
像情報（ＩＯＢ）との間の再生関係（図６または図７の矢印）が記載されている情報記憶
媒体（図３の１００；図４の１７０）が用いられる。この媒体から前記第１の再生単位（
曲）で音声情報（ＡＯＢ）を再生するときに、前記管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ）
を利用して、表示される画像情報（ＩＯＢ）が決定される（図１２のＳＴ２００；図６ま
たは図７のＩＰＩ＃により再生するＩＭＧ＿ｘｘ．ＩＯＢを指定）。
【００３１】
また、前記第１の再生単位（図６ｂの曲＃β）内で最初に再生する前記第２の再生単位（
図６ｄのＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）に関する管理情報（図６ｃのＡＯＢＩ＃２）内に記録さ
れた情報（ＩＰＩ＃２）を利用して、前記第１の再生単位（図６ｂの曲＃β）で音声情報
（図６ｄのＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ～ＡＴＳ＿０４．ＡＯＢ）を再生するときに表示される
画像情報（図１２のＳＴ２０２；図６ｄのＩＭＧ＿０２．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０３．ＩＯＢ
）が決定される。
【００３２】
上記第３の目的を達成するために、音声情報および画像情報の記録領域を持つ情報記憶媒
体の編集方法では、音声情報（ＡＯＢ）と静止画像情報（ＩＯＢ）が記録されているとと
もに前記音声情報（ＡＯＢ）と前記静止画像情報（ＩＯＢ）との間の再生関係（図６また
は図７の矢印）を示す管理情報（ＡＯＢＩ）が記録されており；前記音声情報（ＡＯＢ）
を再生する第１の再生単位（図１ａまたは図２ａの曲＃αまたは＃β）および第１の音声
情報（図１ｂのＡＴＳ＿ｘｘ．ＡＯＢ）を有し；前記第１の再生単位（図１ａの曲＃α）
で第１の音声情報（図１ｂのＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）を再生するときに同時再生する静止
画像情報（図１ｂのＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０２．ＩＯＢ）を指定した第１の管
理情報（図１ａのＡＯＢＩ＃１）と、前記第１の再生単位（図１ａの曲＃β）で前記第１
の音声情報（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）とは異なる第２の音声情報（ＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ
）を再生するときに同時再生する静止画像情報（図１ｂのＩＭＧ＿０３．ＩＯＢ～ＩＭＧ
＿０４．ＩＯＢ）を指定した第２の管理情報（図１ａのＡＯＢＩ＃２）とが記録された情
報記憶媒体が用いられる。
【００３３】
この情報記憶媒体を用いて、前記第１の音声情報（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）と前記第２の
音声情報（ＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）を結合して新たな前記第１の再生単位（図１ｃまたは
図２ｂの曲＃γ）を形成する第３の音声情報（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ＋ＡＴＳ＿０２．Ａ
ＯＢ）を作成し、前記第３の音声情報（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ＋ＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）
に対応した第３の管理情報（図１ｃのＡＯＢＩ＃１＋ＡＯＢＩ＃２）を前記情報記憶媒体



(6) JP 4153629 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

上に記録する（図１３のＳＴ３００）とともに、前記第３の管理情報（ＡＯＢＩ＃１＋Ａ
ＯＢＩ＃２）で指定した静止画像情報（図１ｄのＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０４．
ＩＯＢ）に、
前記第１の管理情報（ＡＯＢＩ＃１）内で指定した静止画像情報（ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ
～ＩＭＧ＿０２．ＩＯＢ）のうちの全部（図１３のＳＴ３０２）または少なくとも一部（
図１３のＳＴ３０４）と、前記第２の管理情報（ＡＯＢＩ＃２）内で指定した静止画像情
報（ＩＭＧ＿０３．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０４．ＩＯＢ）のうちの全部（図１３のＳＴ３０２
）または少なくとも一部（図１３のＳＴ３０４）を含ませるようにする。
【００３４】
また、前記第３の音声情報（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ＋ＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）において、
前記第１の音声情報（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）が前記第２の音声情報（ＡＴＳ＿０２．Ａ
ＯＢ）より先行して再生される場合には、前記第３の管理情報（ＡＯＢＩ＃１＋ＡＯＢＩ
＃２）の記録場所が前記第１の管理情報（ＡＯＢＩ＃１）の記録場所に兼用して利用され
る。そして、前記第１の管理情報（ＡＯＢＩ＃１）で指定した静止画像情報（ＩＭＧ＿０
１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０２．ＩＯＢ）と前記第２の管理情報（ＡＯＢＩ＃２）で指定した
静止画像情報（ＩＭＧ＿０３．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿ｘｘ．ＩＯＢ）の総和が所定値（たとえ
ば静止画像２０枚）を超えた場合（たとえば２５枚）には（図１３のＳＴ３０４）、前記
第３の管理情報（ＡＯＢＩ＃１＋ＡＯＢＩ＃２）で指定する静止画像情報（ＩＭＧ＿０１
．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿ｘｘ．ＩＯＢ）の総和が所定値（２０枚）まで削減された後に、削減
された静止画像情報（ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿２０．ＩＯＢ）を指定する情報（
図１ｃの左側ＩＰＩ；図２ｂのＩＰＩ＃１’）を前記第３の管理情報（ＡＯＢＩ＃１＋Ａ
ＯＢＩ＃２）のうちの前記第１の管理情報（図２ｂのＡＯＢＩ＃１）に対応する部分に記
録され、前記第３の管理情報（ＡＯＢＩ＃１＋ＡＯＢＩ＃２）で指定した静止画像情報（
ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿２０．ＩＯＢ）以外の静止画像情報（落選画像ＩＭＧ＿
２１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿ｘｘ．ＩＯＢ）を指定する情報（図１ｃの右側ＩＰＩ；図２ｂの
ＩＰＩ＃２’）が、前記第３の管理情報（ＡＯＢＩ＃１＋ＡＯＢＩ＃２）のうちの前記第
２の管理情報（図２ｂのＡＯＢＩ＃２）に対応する部分に記録される。
【００３５】
さらに、上記第３の目的を達成するために、音声情報および画像情報の記録領域を持つ情
報記憶媒体の編集方法では、音声情報（ＡＯＢ）と静止画像情報（ＩＯＢ）が記録されて
いるとともに前記音声情報（ＡＯＢ）と前記静止画像情報（ＩＯＢ）との間の再生関係（
図６または図７の矢印）を示す第１の管理情報（図２ｃのＡＯＢＩ＃１）が記録されてお
り；第１の音声情報（ＡＯＢ）を再生する第１の再生単位（図２ｃの曲＃θ）を有し；前
記第１の管理情報（図２ｃのＡＯＢＩ＃１）に、前記第１の再生単位（曲＃θ）で前記第
１の音声情報（図２ｃのＡＯＢＩ＃１に対応するＡＴＳ＿ｘｘ．ＡＯＢ）を再生するとき
に同時再生する静止画像情報（ＩＭＧ＿ｘｘ．ＩＯＢ）を指定した指定情報（図２ｃのＩ
ＰＩ＃１”）が記録された情報記憶媒体が用いられる。この媒体において、前記第１の音
声情報（図２ｃのＡＯＢＩ＃１に対応するＡＴＳ＿ｘｘ．ＡＯＢ）が、前記第１の再生単
位（図２ｄの曲＃ι）で再生する第２の音声情報（図２ｄのＡＯＢＩ＃１に対応するＡＴ
Ｓ＿ｙｙ．ＡＯＢ）と、前記第１の再生単位（図２ｄの曲＃κ）で再生する第３の音声情
報（図２ｄのＡＯＢＩ＃６に対応するＡＴＳ＿ｚｚ．ＡＯＢ）とに分割される（図１５の
ＳＴ４００）。また、前記第２の音声情報（ＡＴＳ＿ｙｙ．ＡＯＢ）に対応した第２の管
理情報（図２ｄのＡＯＢＩ＃１）と、前記第３の音声情報（ＡＴＳ＿ｚｚ．ＡＯＢ）に対
応した第３の管理情報（図２ｄのＡＯＢＩ＃６）とが設定される（図１５のＳＴ４００）
。そして、前記第１の管理情報（図２ｃのＡＯＢＩ＃１）に記録された前記指定情報（図
２ｃのＩＰＩ＃１”）が、前記第２の管理情報（図２ｄのＡＯＢＩ＃１）および前記第３
の管理情報（図２ｄのＡＯＢＩ＃６）に記録される（図１５のＳＴ４０２）。
【００３６】
なお、上記画像情報（イメージオブジェクトＩＯＢ）は、通常は、１枚ずつ異なる内容で
互いに独立した１枚以上の静止画像（スチル画）で構成される。しかし、媒体への記録形
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態は静止画（ＪＰＥＧ圧縮画像あるいはＭＰＥＧ圧縮画像のＩーピクチャ部分など）であ
っても、その表示が行われる段階まで含めて考えると、必ずしも静止画という概念に捕ら
われるものではない。
【００３７】
たとえば、２５６色のカラーパレットを用いてカラー表示できる８ビットプレーンのコン
ピュータグラフィック（ＣＧ）画像がイメージオブジェクトＩＯＢに含まれる場合を考え
てみる。この場合、ＣＧ画像の表示に用いる２５６色カラーパレットを時間とともに順番
に切り替える（カラーパレットをサイクリングさせる）と、元のデータが静止画であって
も、その表示画面の一部（カラーサイクリングが行われる部分）が動いているように見え
る。
【００３８】
あるいは、たとえば１５枚の連続した画像（その１枚１枚は静止画）が媒体に記録されて
おり、これをビデオメモリに取り込んで、連続再生する場合を考えてみる。この場合、た
とえば１秒間に５枚のペースで１５枚の連続画像を反復再生すると、３秒間隔で反復され
る毎秒５コマのスローモーション動画に見える。
【００３９】
すなわち、実際にユーザが画像を見るときの視覚的な観点までを含めて広く考えるときは
、上記画像情報（イメージオブジェクトＩＯＢ）は、静止画像だけに限定されない。
【００４０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、この発明の一実施の形態を説明する。
【００４１】
図１は、合計が所定枚数（ここでは２０枚）以下となる静止画像が付いた複数曲が、編集
により結合された場合を説明する図である。
【００４２】
図１（ａ）に示すように、初め、曲＃αおよび曲＃βは、別の曲として、オーディオオブ
ジェクト情報ＡＯＢＩ＃１およびＡＯＢＩ＃２により管理されている。これらのＡＯＢＩ
＃１およびＡＯＢＩ＃２は、それぞれイメージポインタ情報ＩＰＩを持っており、オーデ
ィオオブジェクトセット情報ＡＯＢＳＩで纏められている。
【００４３】
図１（ａ）（ｂ）に示すように、曲＃αのコンテンツを含む音声情報ファイル（オーディ
オオブジェクトＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）はＡＯＢＩ＃１により指定され、この曲＃αを再
生するときに表示される静止画像ファイル（イメージオブジェクトＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ
～ＩＭＧ＿０２．ＩＯＢ）は、ＡＯＢＩ＃１のイメージポインタ情報ＩＰＩにより指定さ
れる。
【００４４】
また、図１（ａ）（ｂ）に示すように、曲＃βのコンテンツを含む音声情報ファイル（オ
ーディオオブジェクトＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）はＡＯＢＩ＃２により指定され、この曲＃
βを再生するときに表示される静止画像ファイル（イメージオブジェクトＩＭＧ＿０３．
ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０４．ＩＯＢ）は、ＡＯＢＩ＃２のイメージポインタ情報ＩＰＩにより
指定される。
【００４５】
図１（ｂ）のオーディオオブジェクト（ＡＴＳ＿ｘｘ．ＡＯＢ）およびイメージオブジェ
クト（ＩＭＧ＿ｙｙ．ＩＯＢ）を格納する情報記憶媒体の容量（あるいは媒体を再生する
装置側のイメージバッファ容量）には限りがあるので、１曲あたりに表示できる静止画像
枚数に上限を設けている。この上限は、媒体の記憶容量（あるいは再生装置側のイメージ
バッファ容量）に応じて、たとえば５～１００枚程度の範囲に設定される。ここでは、１
曲あたり２０枚まで静止画像を再生装置側で表示できる場合を考える。
【００４６】
さらに、図１の例では、曲＃αの静止画像枚数と曲＃βの静止画像枚数との合計が２０枚
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以下の場合を想定している。
【００４７】
ここで、曲＃αと曲＃βを結合して＃γと言う１曲に纏める指示をユーザが出した（つま
り結合編集を行った）場合を考えてみる。
【００４８】
この場合には、２つの音声情報ファイル（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢとＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ
）は変更されず、管理情報（ＡＯＢＩ＃１とＡＯＢＩ＃２）のみの書き替えが行なわれる
。
【００４９】
すなわち、元々の音声プログラムの流れを示すプログラムチェーン（オリジナルＰＧＣ）
の情報のうち、ＡＯＢＩ＃１およびＡＯＢＩ＃２のイメージポインタ情報ＩＰＩに対応し
た情報内が一部書き替えられ、書き替えられた情報（ＩＰＩ）が曲＃γの一部として再定
義し直される。
【００５０】
この書き替えられる情報（ＩＰＩ）は、後述する図６（ｃ）のＡＯＢＩ＃内のＩＰＩ＃あ
るいは図７（ｂ）のセル情報ＣＩ＃内のＩＰＩ＃に対応する。
【００５１】
図１（ａ）（ｂ）に示すような構成の静止画像付曲＃αと静止画像付曲＃βが結合（コン
バイン）されると、図１（ｃ）に示すような１つの静止画像付曲＃γとなる。
【００５２】
この場合、図１（ｃ）（ｄ）に示すように、結合後の曲＃γに含まれるＡＯＢＩ＃１でＡ
ＴＳ＿０１．ＡＯＢが指定され、結合後の曲＃γに含まれるＡＯＢＩ＃２でＡＴＳ＿０２
．ＡＯＢが指定される。さらに、曲＃γに含まれるＡＯＢＩ＃１のイメージポインタ情報
ＩＰＩだけで、全てのイメージオブジェクト（ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０４．Ｉ
ＯＢ）が指定される。
【００５３】
すなわち、「曲の結合」を行った場合には、結合前のＡＯＢＩ＃１内イメージポインタ情
報ＩＰＩの指定内容と結合前のＡＯＢＩ＃２内イメージポインタ情報ＩＰＩの指定内容と
が、曲＃γ内で最初に再生される音声情報ファイル（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）に対応した
管理情報（ＡＯＢＩ＃１）のイメージポインタ情報ＩＰＩに、まとめて記録される。
【００５４】
ここで、曲＃γに含まれるＡＯＢＩ＃２のイメージポインタ情報ＩＰＩは、イメージオブ
ジェクト（ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０４．ＩＯＢ）の指定に使用されない。
【００５５】
換言すると、結合後の曲＃γの再生時に最初に再生される部分（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）
に対応するＡＯＢＩ＃１のイメージポインタ情報ＩＰＩで、全てのイメージオブジェクト
（ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿０４．ＩＯＢ）を指定できるようになっている。これ
が、図１の実施形態の大きな特徴となっている。
【００５６】
このようにすると、結合後の曲＃γを再生する場合には、後述する図９に示した装置のシ
ステム制御部３０２０内メモリ部（ＲＡＭ）に、図１（ｃ）のＡＯＢＩ＃２の管理情報（
ＩＰＩ）を一時保存する必要がなくなる。
【００５７】
このようにメモリセーブができる一方で、図１（ｃ）のＡＯＢＩ＃１の管理情報のみをシ
ステム制御部３０２０内のメモリ部（ＲＡＭ）に一時保存すれば、そこから曲＃γの再生
に伴い表示可能な静止画像ファイル名の全てを知ることができるとともに、各静止画像フ
ァイルの切り替えタイミング（通算何番目のオーディオフレーム再生時に静止画像を切り
替えるか）を知ることもできる。
【００５８】
その結果、図９のシステム制御部３０２０内のＲＡＭの所要メモリサイズを小さくでき、
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その分装置の製造コストを下げることができる。
【００５９】
図２は、合計が所定枚数（ここでは２０枚）を越える静止画像が付いた複数曲が、編集に
より結合された場合と、結合後に分割された場合を説明する図である。
【００６０】
図１（ａ）のＡＯＢＩ＃１およびＡＯＢＩ＃２それぞれで１１枚～２０枚の静止画像ファ
イルが設定された場合、「曲の結合」が行われた後の静止画像の合計枚数は、１曲あたり
の上限（２０枚）を越えてしまう。この場合の処理方法について、図２を参照しながら説
明する。
【００６１】
複数曲（図２（ａ）の＃αと＃β）の結合後に、結合された曲（図２（ｂ）の＃γ）に対
する合計の静止画像枚数が１曲あたりの表示可能静止画像枚数（２０枚）を超えた場合に
は、後述する図９のシステム制御部３０２０は、図２（ａ）のイメージポインタ情報ＩＰ
Ｉ＃１とイメージポインタ情報ＩＰＩ＃２内に記録された情報（同じ静止画像に対する重
複指定分を除いたあとのイメージポインタ）を、適度に混ぜ合わせる（シャフリングする
）。
【００６２】
次に、たとえば混ぜ合わされたされた２０枚以上の静止画像のイメージポインタを頭から
順に２０個選択して、結合後の曲（＃γ）１曲あたりで表示可能な枚数（２０枚）まで静
止画像を選別する。
【００６３】
そして、図２（ｃ）に示すように、選別した２０枚の静止画像を、結合後の曲＃γのＡＯ
ＢＩ＃１のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃１’内に記録するとともに、静止画像の重複指
定分は外して、選別から漏れた静止画像（２０枚を越える分）を同一曲＃γ内で後の方で
再生されるＡＯＢＩ＃２のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃２’内に記録する。
【００６４】
すると、曲＃αと曲＃βを結合した後に曲＃γを再生するときに表示する静止画像は、曲
＃γ内で最初に再生される音声情報ファイルに関する管理情報（ＡＯＢＩ＃１）に存在す
るイメージポインタ情報ＩＰＩ＃１’内で指定された（２０枚の）静止画像のみとなる。
【００６５】
ここで、曲＃γの結合処理時に図９のシステム制御部３０２０により選択された静止画像
にユーザが不満を持った場合には、選択から漏れ（つまり落選し）、イメージポインタ情
報ＩＰＩ＃２’内に記録されている静止画像指定情報（イメージポインタ）を利用して、
イメージポインタ情報ＩＰＩ＃１’とイメージポインタ情報ＩＰＩ＃２’との間で情報交
換を行えば良い。
【００６６】
このイメージポインタ情報ＩＰＩ＃１’とＩＰＩ＃２’との間の情報交換は、高度な編集
機能を持った情報記録再生装置（高機能編集機）あるいは必要なアプリケーションプログ
ラムがインストールされたパーソナルコンピュータＰＣにより、行なうことができる。
【００６７】
同様に、２０枚以内の表示画像（ＩＰＩ＃１’）および２０枚超えの落選画像（ＩＰＩ＃
２’）を伴う曲＃γと、２０枚以内の表示画像（ＩＰＩ＃３）および２０枚超えの落選画
像（ＩＰＩ＃４）を伴う曲＃ηとが再び結合されたとき、表示対象の静止画像合計枚数が
所定値（２０枚）を越えた場合には、再結合後の曲＃θの表示画像（ＩＰＩ＃１”）は、
イメージポインタ情報ＩＰＩ＃１’の情報とイメージポインタ情報ＩＰＩ＃３の情報とを
シャッフルしてから選択した２０枚となる。それ以外の落選画像を示す情報（イメージポ
インタ）は、ＡＯＢＩ＃２、ＡＯＢＩ＃３、ＡＯＢＩ＃４それぞれのイメージポインタ情
報ＩＰＩ＃２’、ＩＰＩ＃３’、ＩＰＩ＃４に記録される。
【００６８】
このとき、イメージポインタ情報ＩＰＩ＃２’およびＩＰＩ＃４内の情報（イメージポイ
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ンタ）には変更を加えないでおく。その理由は、イメージポインタ情報ＩＰＩ＃２’およ
びＩＰＩ＃４内で指定された静止画像が、ＡＯＢＩ＃２およびＡＯＢＩ＃４で管理される
音声情報ファイルの内容にそれぞれ関連を持っているからである。
【００６９】
図２（ｂ）（ｃ）に示すように、曲＃γと曲＃ηとを結合して曲＃θを得るときにイメー
ジポインタ情報ＩＰＩ＃２’およびＩＰＩ＃４内の情報（落選画像のイメージポインタ）
をそのままにしておけば、将来曲＃θを分割した後に、前述した高機能編集機あるいはパ
ーソナルコンピュータＰＣを用いて再編集することで、分割後の音声情報（分割された曲
の内容）にマッチした静止画像をユーザが選べるようになる。
【００７０】
この再編集がなされない場合は、図２（ｃ）のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃２’、ＩＰ
Ｉ＃３’、ＩＰＩ＃４で指定される落選画像は、曲＃θの再生時にも、曲＃θを分割した
曲（図２（ｄ）の＃ιと＃κ）の再生時にも、表示されない。
【００７１】
次に、曲＃θを２つに分割（ディバイド）する場合の処理方法について説明をする。
【００７２】
いま、図２（ｃ）のたとえばＡＯＢＩ＃３の途中で、曲＃θを曲＃ιと曲＃κに分割する
場合を考えてみる。
【００７３】
この場合、まずＡＯＢＩ＃３に対応した音声情報ファイルが２分割される。そして、分割
前のＡＯＢＩ＃３の管理情報から、分割後の曲＃ι内で最後に再生する音声情報ファイル
に対応するＡＯＢＩ＃５（図２（ｄ））が作成される。分割後の曲＃ιの再生中に表示す
る静止画像情報は、曲＃ι内で最初に再生する音声情報ファイルに対応するＡＯＢＩ＃１
内のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃１”（図２（ｄ））で指定される。
【００７４】
このとき、図２（ｄ）のＡＯＢＩ＃１は、図２（ｃ）のＡＯＢＩ＃１と同一のイメージポ
インタ情報ＩＰＩ＃１”を持つ。すなわち、分割前の図２（ｃ）で示されたイメージポイ
ンタ情報ＩＰＩ＃１”の情報がそのまま図２（ｄ）のＡＯＢＩ＃１に継承される。
【００７５】
同様に、分割前のＡＯＢＩ＃３の管理情報から、分割後の曲＃κ内で最初に再生する音声
情報ファイルに対応するＡＯＢＩ＃６（図２（ｄ））が作成される。曲＃κの再生中に表
示する静止画像情報は、ＡＯＢＩ＃６内のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃１”（図２（ｄ
））で指定される。
【００７６】
このとき、図２（ｄ）のＡＯＢＩ＃６は、図２（ｃ）のＡＯＢＩ＃１と同一のイメージポ
インタ情報ＩＰＩ＃１”を持つ。すなわち、分割前の図２（ｃ）で示されたイメージポイ
ンタ情報ＩＰＩ＃１”の情報がそのまま図２（ｄ）のＡＯＢＩ＃６に継承される。
【００７７】
分割前の曲＃θの表示画像はもともと２０枚に絞られているから、この２０枚を示す情報
（イメージポインタ）を持つイメージポインタ情報ＩＰＩ＃１”をそのまま分割後の曲＃
ιおよび曲＃κにコピーしても、表示される静止画像の枚数に関しては、問題は生じない
。
【００７８】
なお、曲＃κの再生時における静止画表示用にコピーされたイメージポインタ情報ＩＰＩ
＃１”は、ＡＯＢＩ＃６にマッチした内容になっていない可能性がある。この場合、ユー
ザは、前述した高機能編集機あるいはパーソナルコンピュータＰＣを用いて再編集するこ
とで、イメージポインタ情報ＩＰＩ＃１”の内容（イメージポインタ）を分割された曲＃
κの内容（ＡＯＢＩ＃６で指定される音声情報）にマッチしたものに変更できる。
【００７９】
なお、図１および図２で説明した曲の結合／分割方法は、後述する図６のデータ構造に準
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拠した処理方法であるが、それに限らず、後述する図７のデータ構造に準拠して図１およ
び図２の結合／分割処理を行なうこともできる。ただし、図７のデータ構造に準拠して曲
の結合／分割処理を行なうときは、イメージポインタ情報ＩＰＩがオーディオオブジェク
ト情報ＡＯＢＩ内ではなく、セル情報ＣＩ内に記録されていることに注意を払う必要があ
る。
【００８０】
図３は、この発明の一実施の形態に係る情報記憶媒体であるオーディオカード（メモリカ
ード）１００内に記録される情報のデータ構造（記録フォーマット）を説明する図である
。
【００８１】
図３の情報記憶媒体（オーディオカード／メモリカード）は、名詞サイズ、板ガムサイズ
あるいは切手サイズのカード形状を持ち、このカード１００の外側の所定位置に、外部装
置（図３では図示せず）と接続をするための電極（図３では図示せず）を備えている。後
述するが、図３のカード１００を用いた情報再生装置あるいは情報記録再生装置（図９参
照）に対して、この電極を介して、情報の入出力が行われる。
【００８２】
このオーディオカード／メモリカード１００の本体は、たとえば６４ＭＢのフラッシュメ
モリ（ＥＥＰＲＯＭ）にマイクロコンピュータおよびその周辺デバイスを組み込んだ半導
体ＩＣで構成される。
【００８３】
図３（ａ）に示すように、オーディオカード１００はコピープロテクション機能を持ち、
オーディオカード１００内に記録された情報に対する不正コピーあるいは不正利用を防止
できるようになっている。
【００８４】
すなわち、オーディオカード１００自体が、独自に、外部装置（情報再生装置あるいは情
報記録再生装置）に対して、
（イ）相互認証と暗号キー交換を行い、
（ロ）暗号化された情報の入出力を行い、
（ハ）オーディオカード１００が正規に認証した相手（情報再生装置あるいは情報記録再
生装置）のみが正常な（暗号解読後の）情報を利用できるようになっている。
【００８５】
このような相互認証処理や暗号キー交換を始めとして、情報の暗号化／復号化（暗号解読
）および情報の入出力インターフェース処理を、オーディオカード内の制御用ＣＰＵ（Ｍ
ＰＵ）１０１が実行している。
【００８６】
このオーディオカード内制御用ＣＰＵ１０１を動かすプログラムが、認証／キー交換およ
びＩ／Ｏ処理関連制御プログラム記録用ＲＯＭ１０２内に格納される。
【００８７】
上記情報再生装置あるいは情報記録再生装置（図９参照）では、個々のオーディオカード
１００毎に認証識別を行い、各カード１００に転送入力された情報のセキュリティー管理
を行っている。
【００８８】
この情報記録再生装置が行うカード毎の情報管理を保証する手段として、オーディオカー
ド１００は、１枚１枚が自身に固有のＩＤを持つとともに、固有な暗号キーを設定できる
ようになっている。
【００８９】
すなわち、このオーディオカード１００毎に個々に付与された固有ＩＤ（そのカードの製
造者名、製品名、ロット番号、シリアル番号など）と固有な暗号キー情報が、カード固有
ＩＤ情報およびキー情報の記録領域（ＲＡＭ）１０３に記録されている。
【００９０】
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コピープロテクション機能付きオーディオカード１００は、その他にアプリケーションデ
ータ記録領域（ＲＡＭ）１０４を持ち、このＲＡＭ１０４に、音声情報（オーディオオブ
ジェクトＡＯＢ）、静止画像情報（イメージオブジェクトＩＯＢ）、テキスト情報（テキ
ストオブジェクトＴＯＢ）およびそれらの情報を管理する管理情報（図５のＡＯＢＳＩ．
ＩＦＯ、ＩＯＢＳＩ．ＩＦＯ、ＴＯＢＳＩ．ＩＦＯ）などを記録できるようになっている
。
【００９１】
図３（ｂ）に示すように、このアプリケーションデータ記録領域（ＲＡＭ）１０４内は、
ブート情報記録領域１１０、ファイルアロケーションテーブル（ＦＡＴ）記録領域１１１
、ルートディレクトリ内情報記録領域１１２、およびデータ領域１１３で構成される。
【００９２】
すなわち、アプリケーションデータ記録領域（ＲＡＭ）１０４内に記録されるデータのフ
ァイルフォーマットには、ＦＡＴ形式が採用されている。
【００９３】
情報記録再生装置（図９参照）に図３のコピープロテクション機能付きオーディオカード
１００を挿入すると、この情報記録再生装置はブート情報記録領域１１０内に記録された
情報を読み取り、自動的にブート（起動）する。
【００９４】
その後、この情報記録再生装置でカード１００から所望の情報（音楽および静止画像など
）を再生する場合は、ＦＡＴ記録領域１１１内のファイルアロケーション情報を読み取っ
て再生したい所望情報の格納アドレスを知り、このアドレスに基づきアプリケーションデ
ータ記録領域（ＲＡＭ）１０４内にアクセスする。
【００９５】
データ領域１１３内は、図３（ｃ）に示すように、オーディオ関連情報記録領域１２１と
１以上の一般コンピュータ情報記録領域１２０が任意に混在設定可能になっている。
【００９６】
図３（ｄ）に示すように、オーディオ関連情報記録領域１２１は、管理情報記録領域１３
０と、オーディオオブジェクト（ＡＯＢ）記録領域１３１と、イメージオブジェクト（Ｉ
ＯＢ）記録領域１３２と、テキストオブジェクト（ＴＯＢ）ｐ記録領域１３３とで構成さ
れている。
【００９７】
オーディオカード１００に記録される音声情報はＡＯＢ記録領域１３１に格納され、オー
ディオカード１００に記録される静止画像情報はＩＯＢ記録領域１３２に格納され、オー
ディオカード１００に記録されるテキスト情報はＴＯＢ記録領域１３３に格納される。
【００９８】
また、これらの音声情報、静止画像情報およびテキスト情報に関する管理情報（マップ情
報等）と各情報間の関連を示す管理情報（サーチポインタ等）は、管理情報記録領域１３
０内に格納される。
【００９９】
この管理情報記録領域１３０内は、図３（ｅ）に示すように、４箇所の記録領域に分かれ
ている。
【０１００】
すなわち、管理情報記録領域１３０は、プログラムチェーンセット情報（ＰＧＣＳＩ）記
録領域１４０と、オーディオオブジェクトセット情報（ＡＯＢＳＩ）記録領域１４１と、
イメージオブジェクトセット情報（ＩＯＢＳＩ）記録領域１４２と、テキストオブジェク
トセット情報（ＴＯＢＳＩ）記録領域１４３とで構成されている。
【０１０１】
ＰＧＣＳＩ記録領域１４０は、図３（ｆ）に示すように、元のプログラムチェーンの情報
を格納するオリジナルＰＧＣ（ＯＲＧ＿ＰＧＣ）情報記録領域１５０と、ユーザがカード
１００の使用中に新たに定義したプログラムチェーンの情報を格納する１以上のユーザ定
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義ＰＧＣ（ＵＤ＿ＰＧＣ）記録領域１５１、１５２、…とで構成されている。
【０１０２】
ＯＲＧ＿ＰＧＣ情報記録領域１５０は、図３（ｇ）に示すように、オリジナルＰＧＣ内に
存在するセル（そのＰＧＣを構成する情報単位）の合計数を示す情報の記録領域１６０と
、１以上のセル情報（ＣＩ）記録領域１６１、１６２、…とで構成されている。
【０１０３】
以上のデータ構造をもつオーディオカード（メモリカード）１００において、音楽情報等
の記録コンテンツは、図３（ｄ）の記録領域１３１～１３２内の該当個所に格納される。
また、格納された記録コンテンツをユーザが編集（曲の結合、分割、消去、移動など）し
た後の管理情報（編集後の曲および対応画像／対応テキストの再生方法など）は、図３（
ｄ）の記録領域１３０内の該当個所に格納される。
【０１０４】
この発明の実施の形態では、図３のコピープロテクション機能付きメモリカード１００と
しては、主に、不正コピー／不正利用から保護された音声情報／画像情報／テキスト情報
を記録するオーディオカードが想定されている。しかし、図３のメモリカード１００は、
このような音声情報だけに限らず、一般のパーソナルコンピュータＰＣで利用されるワー
ドプロセサ、スプレッドシートなどのアプリケーションファイル（あるいはＰＣデータ）
を記録することにも利用できる（そのための記録領域は図３（ｃ）の１２０で示されてい
る）。
【０１０５】
この場合、図３（ａ）のＲＯＭ１０２に格納された認証／キー交換およびＩ／Ｏ処理関連
制御プログラムとＲＡＭ１０３に格納されたカード固有ＩＤおよびキー情報を適宜利用す
ることにより、ワードプロセサ、スプレッドシート、ゲームなどのアプリケーションファ
イル（あるいはＰＣデータ）の不正コピー／不正利用を防止することができる。
【０１０６】
つまり、図３のメモリカード１００は、不正コピー／不正利用から保護したいコンピュー
タプログラム（アプリケーションプログラム、ゲームプログラム等）を（有料あるいは無
料で）頒布するパッケージメディアとして、利用できる。
【０１０７】
図４は、この発明の他の実施の形態に係る情報記憶媒体である光ディスクの、記録フォー
マットを説明する図である。
【０１０８】
図３（ａ）のオーディオカード（メモリカード）１００は使用時に媒体自体が機械的に運
動しないカード状メディアであるが、図４（ａ）のディスク状媒体１７０は使用時に媒体
自体が回転運動するディスク状メディアである。
【０１０９】
記録再生が可能なディスク状媒体１７０の具体的な例として、ハードディスクドライブＨ
ＤＤ（とくに記録媒体部分がリムーバブルなＨＤＤ）、大容量フロッピーディスクドライ
ブＦＤＤ（近年は容量が１００ＭＢ以上のＦＤが製品化されている）、光磁気ＭＯ、ある
いはＤＶＤ－ＲＡＭやＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷなどがある。
【０１１０】
ＨＤＤやＭＯのファイル形式は図３（ｂ）を参照して説明したＦＡＴ形式を採用している
が、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷなどではユニバーサルディスクフォーマ
ット（ＵＤＦ）形式を採用している。
【０１１１】
ここでは、ＵＤＦ形式を採用したＤＶＤファミリーのディスク（たとえば録再ＤＶＤオー
ディオディスク）を想定して、ディスク状媒体１７０のデータ構造を説明する。
【０１１２】
すなわち、ディスク状媒体１７０の内周部にリードインエリア１８００、外周部にリード
アウトエリア１８３０が配置され、その間にボリュームおよびファイル構造情報１８１０
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およびデータ領域１８２０が配置されている。これらのエリア１８００、１８３０および
領域１８１０、１８２０は、いずれも、書き替え可能なデータゾーンを含んでいる。
【０１１３】
図４（ｂ）の書き替え可能なデータ領域１８２０は、図４（ｃ）～図４（ｇ）に示すよう
な階層データ構造を持っている。このデータ構造は、図３（ｃ）～図３（ｇ）で説明した
ものと同じデータ構造である。
【０１１４】
ディスク状媒体１７０に記録された情報（たとえば後述する図５に示すようなディレクト
リ構造のファイル）にアクセスする場合には、ボリュームおよびファイル構造情報１８１
０が最初に再生される。このボリュームおよびファイル構造情報１８１０に、図５に示す
ようなデータファイルにアクセスするためのＵＤＦ情報が入っている。
【０１１５】
図５は、ＦＡＴを採用した図３のメモリカード１００あるいはＵＤＦを採用した図４のデ
ィスク状媒体１７０に格納される各種情報のディレクトリ構成（記録ファイルの階層構造
）を説明する図である。
【０１１６】
図３（ａ）のアプリケーションデータ記録領域（ＲＡＭ）１０４内に記録される情報は図
５に示すようにディレクトリ階層構造を有し、図５におけるルートディレクトリ２０００
内の情報が図３（ｂ）のルートディレクトリ内情報記録領域１１２内に記録されている。
【０１１７】
あるいは図４（ｂ）のデータ領域１８２０内に記録される情報は図５に示すようにディレ
クトリ階層構造を有し、図５におけるルートディレクトリ２０００内の情報が図４（ｂ）
のボリュームおよびファイル構造情報１８１０内に記録されている。
【０１１８】
情報記憶媒体として図３に示すようにＦＡＴ形式を採用したコピープロテクション機能付
きオーディオカード１００を使った場合でも、また図４に示すようなＵＤＦ形式を採用し
たディスク形状の情報記憶媒体１７０を使った場合でも、情報記憶媒体内に記録される情
報は、図５に示すように、ファイル単位で記録される。
【０１１９】
図１～図２の所で説明した静止画像（ＩＯＢ）付き音声情報（ＡＯＢ）は、図５に示すよ
うに、リアルタイムオーディオ記録ディレクトリ２１００と言う名前のサブディレクトリ
２００１内にまとめて記録されている。
【０１２０】
このリアルタイムオーディオ記録ディレクトリ２１００は、下記ファイル２１１０～２１
４０、２３１０、２３２０、２５００、…を含むデータファイル２００２を、下位ディレ
クトリとして持っている。
【０１２１】
図３または図４の情報記憶媒体内に記録される音声情報（オーディオオブジェクトＡＯＢ
）は、図５に示すように、ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ２５００、…などのファイル単位で記録
される。オーディオオブジェクトファイル（音声情報ファイル）２５００の詳細について
は、図８を参照して後述する。
【０１２２】
この音声情報ファイル（ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ２５００、…）は、図３（ｄ）または図４
（ｄ）のオーディオオブジェクト記録領域１３１内に記録・保存される。
【０１２３】
また、図３または図４の情報記憶媒体内に記録される画像情報（イメージオブジェクトＩ
ＯＢ）は、図５に示すように、１枚の画像（静止画）毎に、ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ２３１
０、…のように別ファイルにして記録される。
【０１２４】
これらの画像情報ファイル（ＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ２３１０、…）は、図３（ｄ）または



(15) JP 4153629 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

図４（ｄ）のイメージオブジェクト記録領域１３２内に記録・保存される。
【０１２５】
さらに、図３または図４の情報記憶媒体内には、図５に示すように、音声情報（演奏曲目
）に対する歌詞、演奏曲目の解説、演奏者の紹介などのテキスト情報（テキストオブジェ
クトＴＯＢ）も、ＴＸＴ＿０１．ＴＯＢ２３２０、…のように、ファイル単位で記録でき
るようになっている。
【０１２６】
これらのテキスト情報ファイル（ＴＸＴ＿０１．ＴＯＢ２３２０、…）は、図３（ｄ）ま
たは図４（ｄ）のテキストオブジェクト記録領域１３３内に記録・保存される。
【０１２７】
オーディオオブジェクト記録領域１３１内に記録された音声情報（オーディオオブジェク
トＡＯＢ）に関する管理情報は全て、図５に示すように、ＡＯＢＳＩ．ＩＦＯと命名され
た１つのファイル２１２０内にまとめて記録される。このＡＯＢＳＩ．ＩＦＯファイル２
１２０の記録場所は、図３（ｅ）、図４（ｅ）では、オーディオオブジェクトセット情報
ＡＯＢＩ記録領域１４１となる。
【０１２８】
また、イメージオブジェクト記録領域１３２内に記録された静止画像情報（イメージオブ
ジェクトＩＯＢ）に関する管理情報は、ＩＯＢＳＩ．ＩＦＯというファイル２１３０内に
まとめて記録される。このＩＯＢＳＩ．ＩＦＯファイル２１３０の記録場所は、図３（ｅ
）、図４（ｅ）では、イメージオブジェクトセット情報記録領域１４２となる。
【０１２９】
同様に、テキストオブジェクト記録領域１３３内に記録されたテキスト情報（テキストオ
ブジェクトＴＯＢ）に関する管理情報は、ＴＯＢＳＩ．ＩＦＯというファイル２１４０内
にまとめて記録される。このＴＯＢＳＩ．ＩＦＯファイル２１４０の記録場所は、図３（
ｅ）、図４（ｅ）では、テキストオブジェクトセット情報記録領域１４３となる。
【０１３０】
コピープロテクション機能付きオーディオカード１００あるいはディスク形状情報記憶媒
体１７０のいずれの形態を採る場合でも、情報記憶媒体内に記録された全音声情報（全て
のＡＯＢ）に関する再生手順を示す管理情報は、全て、図５に示すように、ＰＧＣＳＩ．
ＩＦＯと命名された１つのファイル２１１０内にまとめて記録される。このＰＧＣＳＩ．
ＩＦＯファイル２１１０の記録場所は、図３（ｅ）、図４（ｅ）では、プログラムチェー
ンセット情報記録領域１４０となる。
【０１３１】
ここで、プログラムチェーン（ＰＧＣ）は、後述するように１個以上のセルＣで構成され
、図６（ｂ）あるいは図３（ｇ）、図４（ｇ）に示すように、セルＣの配置順によりＰＧ
Ｃ内の曲の再生順が定義できる構造になっている。
【０１３２】
図３または図４の媒体のデータ領域に録再ＤＶＤビデオ（ＤＶＤ＿ＲＴＲ）のデータが記
録されているときは、図５のルートディレクトリ２０００の下位ディレクトリとして、Ｄ
ＶＤ＿ＲＴＲのデータファイルを含むＤＶＤ＿ＲＴＲディレクトリ２２００が設けられる
。
【０１３３】
また、図３または図４の媒体のデータ領域にＤＶＤオーディオのデータが記録されている
ときは、図５のルートディレクトリ２０００の下位ディレクトリとして、ＤＶＤオーディ
オのデータファイル（ＡＴＳ＿０１．ＩＦＯ；ＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ等）を含むＤＶＤオ
ーディオディレクトリ２３００が設けられる。
【０１３４】
図６は、図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付く静止画
像との再生関係（図中の矢印）の一例を説明する図である。以下、このを用いて、各管理
情報間の関係を説明する。
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【０１３５】
この発明の実施の形態では、情報記憶媒体に記録される全音声情報（全てのＡＯＢ）は「
曲」と言う単位でまとめられる。
【０１３６】
さらに、情報記憶媒体に記録される曲は全曲が順次連続して再生される手順（シーケンス
）の情報を有し、最初に作成されたシーケンス情報（プログラムチェーンＰＧＣ）が記録
されている領域をオリジナルＰＧＣ（ＯＲＧ＿ＰＧＣ）情報記録領域１５０と呼ぶ（図３
（ｆ）、図３（ｆ）または図６（ａ）参照）。
【０１３７】
音声情報（ＡＯＢ）に関する管理情報（ＡＯＢＳＩ）は、図６（ｄ）に示すＡＴＳ＿Ｏ１
．ＡＯＢ２２１～ＡＴＳ＿Ｏ５．ＡＯＢ２２５（それぞれが図５のＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ
２５００に対応）などの個々の音声情報ファイル（ＡＯＢファイル）毎に、それぞれ別々
の管理情報単位（ＡＯＢＩ＃１～ＡＯＢＩ＃５）を持つ。これらの管理情報単位として、
図６（ｃ）に示すように、オーディオオブジェクト情報１７１（ＡＯＢＩ＃１）、１７２
（ＡＯＢＩ＃２）、１７３（ＡＯＢＩ＃３）、１７４（ＡＯＢＩ＃４）、１７５（ＡＯＢ
Ｉ＃５）が設定されている。
【０１３８】
各オーディオオブジェクト情報１７１～１７５（ＡＯＢＩ＃１～＃５）は、タイムサーチ
、早送り（ファーストフォワードＦＦ）、早戻し（ファーストリワインドＦＲ）などの特
殊再生を可能にするために、再生時刻と媒体中の記録場所（アドレス）との間の関係を示
す情報を含んだタイムマップ情報１８１～１８５を持っている。
【０１３９】
図６に示した実施の形態では、オーディオオブジェクト情報１７１～１７５（ＡＯＢＩ＃
１～＃５）内に、イメージポインタ情報１９１～１９５（ＩＰＩ＃１～ＩＰＩ＃５）の情
報を持ち、このイメージポインタ情報１９１～１９５（ＩＰＩ＃１～ＩＰＩ＃５）から、
静止画像情報ファイルＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ２３１～ＩＭＧ＿０３．ＩＯＢ２３３を直接
指定できる構造になっている。
【０１４０】
図６（ｂ）（ｃ）に示すように、オリジナルＰＧＣ情報記録領域１５０内で定義される各
セル情報１６１～１６５（ＣＩ＃１～ＣＩ＃５）が指定するサイズは、対応する各オーデ
ィオオブジェクト情報１７１～１７５（ＡＯＢＩ＃１～＃５）が示す全再生範囲と１対１
に対応している。
【０１４１】
図６（ｂ）に示すように、１個以上のセル情報ＣＩで曲＃α３０１、＃β３０２、＃γ３
０３が構成される。各セル情報ＣＩがどの曲内に対応しているかの情報は、各セル情報１
６１～１６５（ＣＩ＃１～ＣＩ＃５）内に記述されている。
【０１４２】
前述したように、オリジナルＰＧＣの再生順は対応するセル情報ＣＩの配列順で定義され
るが、図６（ｂ）に示した曲との関係から、結果的には曲毎の再生手順がオリジナルＰＧ
Ｃ情報記録領域１５０に記載されることになる。
【０１４３】
オリジナルＰＧＣで示された再生手順とは別にユーザにより設定された独自の再生手順情
報は、ユーザ定義ＰＧＣ記録領域１５１に記録される。ユーザ定義ＰＧＣ記録領域１５１
内に定義されるセル情報１６７～１６９（ＣＩ＃１１～ＣＩ＃１３）は、対応するオーデ
ィオオブジェクト情報ＡＯＢＩ（図６（ｃ）ではＡＯＢＩ＃３～ＡＯＢＩ＃５）とそのＡ
ＯＢＩ内で定義されているタイムマップ情報（図６（ｃ）ではＴＭＩ１８３～１８５）内
の再生開始時刻、再生終了時刻を設定できる構造になっている。
【０１４４】
したがって、図６（ｂ）のセル情報ＣＩを順次配置することで、音声情報（オーディオオ
ブジェクトＡＯＢ）に対する任意の再生手順をユーザ定義ＰＧＣ記録領域１５１内で定義
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できる。
【０１４５】
図６（ｂ）に示す例では、セル情報１６７（ＣＩ＃１１）はタイムマップ情報１８５内の
一部を指定しているので、セル情報１６７（ＣＩ＃１１）が再生する曲＃γ’３１３の再
生範囲はオリジナルＰＧＣ内で定義される曲＃γ３０３の再生範囲より狭い範囲のみ再生
可能になっている。
【０１４６】
このように、この発明の実施の形態によれば、オリジナルＰＧＣ内で定義される曲の再生
範囲に制限を受けることなく、任意の範囲の再生が可能になっている。
【０１４７】
このユーザ定義ＰＧＣ記録領域１５１によりユーザが指定する任意の再生手順は、複数種
類を設定できる。そして、ユーザが指定した再生手順毎に、図３（ｆ）あるいは図４（ｆ
）に示すように、複数のユーザ定義ＰＧＣ記録領域＃Ａ・１５１、＃Ｂ・１５２、‥‥　
を定義できる構造になっている。
【０１４８】
なお、図６に示した実施の形態では、曲＃β３０２の再生中に、ＩＭＧ＿０２＿ＩＯＢ２
３２とＩＭＧ＿０３＿ＩＯＢ２３３の２枚の静止画像が表示されるように、イメージポイ
ンタ情報ＩＰＩ＃２・１９２が設定されている。
【０１４９】
この発明の実施の形態では、各曲毎に表示する静止画像ファイル情報は曲毎の最初に再生
されるオーディオオブジェクト情報１７２（ＡＯＢＩ＃２）（図６、図７の実施の形態で
はセル情報１６２・ＣＩ＃２）内のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃２（図６では１９２、
図７では１９７）に記述されている。
【０１５０】
図７は、図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付く静止画
像との再生関係（図中の矢印）の他例を説明する図である。以下、図６とは異なる点を説
明する。
【０１５１】
図７に示した実施の形態は、静止画像情報ファイルＩＭＧ＿０１＿ＩＯＢ２３１とＩＭＧ
＿０２＿ＩＯＢ２３２に対する個々の管理情報であるイメージオブジェクト情報２０１、
２０２（ＩＯＢＩ＃１、ＩＯＢＩ＃２）を有している。
【０１５２】
そして、イメージポインタ情報１９６～２００（ＩＰＩ＃１～ＩＰＩ＃３、ＩＰＩ＃１３
～ＩＰＩ＃１４）のいずれかが、適宜イメージオブジェクト情報２０１、２０２（ＩＯＢ
Ｉ＃１、ＩＯＢＩ＃２）を指し示すことにより、音声情報再生時に同時表示すべき静止画
像情報ファイルＩＭＧ＿０１＿ＩＯＢ２３１およびＩＭＧ＿０２＿ＩＯＢ２３２を指定す
る構造になっている。
【０１５３】
また、イメージポインタ情報１９６～２００（ＩＰＩ＃１～ＩＰＩ＃３、ＩＰＩ＃１３～
ＩＰＩ＃１４）がそれぞれセル情報１６１～１６３、１６９～１７０（ＣＩ＃１～ＣＩ＃
３、ＣＩ＃１３～ＣＩ＃１４）内に配置された点が、図６の実施の形態と異なっている。
【０１５４】
図６に示した実施の形態では、ユーザ定義ＰＧＣ１５１内で定義される曲＃γ’３１３、
＃β’３１２の再生時に表示する静止画像情報ファイルはオリジナルＰＧＣ１５０内で定
義されている曲＃β３０２、＃γ３０３の再生時に表示する静止画像情報ファイルと一致
し、再生時に表示する静止画像情報ファイルを任意に設定（変更）できない構造となって
いる。
【０１５５】
これに対して、図７で示した実施の形態では、各セル情報ＣＩ＃毎にイメージポインタ情
報ＩＰＩ＃が配置されているので、セル毎に再生時に表示する静止画像情報ファイルを任
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意に設定できる。
【０１５６】
図８は、たとえば図３のコピープロテクト機能付オーディオカードに暗号化されたオーデ
ィオ情報を記録する場合のフォーマット（データ構造）の一例を説明する図である。
【０１５７】
以下、この発明の実施の形態におけるオーディオオブジェクトファイル２５００（図８（
ａ））内のデータ構造について説明する。
【０１５８】
音声情報（オーディオオブジェクトＡＯＢ）は、オーディオオブジェクトユニットＡＯＢ
Ｕ２５１０～ＡＯＢＵ２５３０で構成されている（図８（ｂ））。
【０１５９】
このＡＯＢＵ２５１０～ＡＯＢＵ２５３０は、
（０１）特定のデータサイズ（３２ｋバイト単位、１６ｋバイト単位、５１２バイト単位
など）毎に分割してユニットに分割する；
（０２）特定のオーディオフレーム数毎にユニットに分割する；
（０３）再生時間単位（０．２秒単位、１秒単位、２秒単位、５秒単位、１０秒単位など
）毎にユニット分割する；
などの基準で構成されている。
【０１６０】
この発明の実施の形態では、音声情報の圧縮にＭＰＥＧのＡＡＣ方式（アドバンスド・オ
ーディオ・コーディング）を採用している。
【０１６１】
図８（ｃ）に示すように、オーディオオブジェクトファイル２５００は、複数のオーディ
オフレーム２６１０～２６３０の集合体で構成されている。
【０１６２】
各オーディオオブジェクトファイル２５００に含まれるオーディオフレーム数は、図６（
ｃ）のオーディオオブジェクト情報ＡＯＢＩ内に記述してあるので、セル情報ＣＩ内に記
述してある曲との関係情報を利用して「曲毎のトータルフレーム数」を求めることができ
る。
【０１６３】
この「曲毎のトータルフレーム数」の情報は、曲内の最初に再生される音声情報ファイル
に対応したオーディオオブジェクト情報（たとえば曲＃βにおけるＡＯＢＩ＃２・１７２
）内に記録されている。
【０１６４】
ＡＡＣ方式では、オーディオフレーム（ＡＯＢフレーム）２６１０～２６３０（図８（ｃ
））内は、ＡＤＴＳ（アドバンスド・オーディオ・コーディングのトランスポートストリ
ーム）ヘッダ２７１０と圧縮されたオーディオ情報記録領域２７４０とで構成されている
（図８（ｄ））。
【０１６５】
また、ＡＤＴＳヘッダ２７１０は、ＡＯＢの同期ワードを含む固定ヘッダ２７２０と可変
ヘッダ２７３０とで構成される（図８（ｄ））。
【０１６６】
音声情報（ＡＯＢ）の暗号化方法は、図８（ｅ）に示すように、ＡＤＴＳヘッダ２７１０
内は非暗号化領域２８１０（暗号化せずプレーンな状態）とし、圧縮されたオーディオ情
報記録領域２７４０の先頭位置から暗号化単位（＃ａ～＃ｆ）毎に順次暗号化する。
【０１６７】
たとえば、暗号化単位（＃ａ～＃ｆ）内のデータに対し、乱数に基づき生成された暗号キ
ーに従って演算処理を行い、その演算結果を暗号化情報として記録する。暗号化はこの暗
号化単位（＃ａ～＃ｆ）内で行われ、上記暗号キーに基づく演算処理が暗号化単位（＃ａ
～＃ｆ）毎に繰り返される。
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【０１６８】
この発明の実施の形態では、暗号化単位（＃ａ～＃ｆ）は６４ビットあるいは５６ビット
単位としている。圧縮されたオーディオ情報記録領域２７４０のサイズは必ずしも６４ビ
ットの整数倍には一致しない。したがって、圧縮されたオーディオ情報記録領域２７４０
において暗号化単位の整数倍で割った余り（端数部分）である領域ｇのみ暗号化しないプ
レーンな状態で保持しておく。つまり、暗号化されない領域ｇは、圧縮されたオーディオ
情報記録領域２７４０のサイズを６４ビットの整数倍に一致させるための、一種のパディ
ング領域として設けている。
【０１６９】
図９は、図３のコピープロテクト機能付オーディオカード（メモリカード）１００に対し
て情報を記録しあるいは情報を再生する装置の一例を説明するブロック図である。
【０１７０】
まず、コピープロテクトすべき情報（音声情報および／または静止画情報）をオーディオ
カード（メモリカード）１００に書き込むことができる記録系の構成から説明する。
【０１７１】
図９の装置で扱える静止画情報をデジタル記録するポピュラーなものとして、デジタルカ
メラがある。デジタル記録される静止画情報は、デジタルカメラ以外に、動画情報をデジ
タル記録／再生するＤＶＤビデオにおいても、メニュー画像などに利用されている（ＭＰ
ＥＧのＩピクチャは静止画像情報とみなすことができる）。
【０１７２】
このような静止画像情報を図９の装置に入力する手段としては、
（１１）ＣＣＤカメラ３６１０あるいはＴＶチューナ３６２０からの映像信号をビデオキ
ャプチャ部３５１０に取り込んで静止画像に変換し、ビデオキャプチャ部３５１０に内蔵
されているＡ／Ｄコンバータ（図示せず）で取り込んだ静止画像をデジタル信号に変換し
て、入力データ転送先切替部（データバスライン）３２１０に入力する；
（１２）デジタルカメラ３６３０で撮影した静止画像情報を、例えばＲＳ－２３２Ｃなど
のシリアル伝送ラインを用いてデジタルカメラのＩ／Ｆ処理部３５２０に送って、入力デ
ータ転送先切替部３２１０に入力する；
（１３）パーソナルコンピュータ（ＰＣ）３６４０で作成した静止画像情報（コンピュー
タグラフィクスなど）あるいはこのＰＣに接続されたイメージスキャナ（図示せず）で取
り込んだ静止画像情報を、ＰＣ間データＩ／Ｆ処理部３５４０を介して、入力データ転送
先切替部３２１０に入力する；
などがある。
【０１７３】
また、テキスト情報を図９の装置に入力する手段としては、
（１４）キーボードからのキー入力データを入力データ転送先切替部３２１０に入力する
；
（１５）デジタルカムコーダなどで利用されているダイヤル回転／ダイヤルインにより文
字選択／文字指定を行って、ＪＩＳあるいはＡＳＣＩＩなどのキャラクタコードを入力デ
ータ転送先切替部３２１０に入力する；
などがある。
【０１７４】
さらに、音声情報を図９の装置に入力する手段としては、
（１６）アナログ入力端子３５７０を介して外部から入力されるアナログ音声信号（たと
えばＣＤプレーヤのアナログ再生出力）をＤＡＣ３３５０でデジタル化し、さらにオーデ
ィオエンコーダ３３１０で例えばＭＰＥＧ２／ＡＡＣ圧縮コーディングして、入力データ
転送先切替部３２１０に入力する（オーディオエンコーダ３３１０で圧縮を行なうか否か
、また圧縮するならどんな圧縮方式を採用するかなどは、システム制御部３０２０からの
指示により、決定できる）；
（１７）マイク入力端子３５６０を介して音声入力マイク３６５０から入力されたアナロ



(20) JP 4153629 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

グ音声信号をＤＡＣ３３５０でデジタル化し、さらにオーディオエンコーダ３３１０でＭ
ＰＥＧ２／ＡＡＣ圧縮コーディングして、入力データ転送先切替部３２１０に入力する；
（１８）デジタル入力端子３５８０を介して外部から入力されるデジタル音声信号（たと
えばＣＤプレーヤからのリニアＰＣＭデジタル出力）をオーディオエンコーダ３３１０で
ＭＰＥＧ２／ＡＡＣ圧縮コーディングして、入力データ転送先切替部３２１０に入力する
；
（１９）既に圧縮されたデジタル音声情報を、ＷＷＷ（World Wide Web）、インターネッ
トなどを通し、図示しないモデムを介して、データ入力用ＰＣ３６４０で直接取り込む。
そして、ＰＣ間データＩ／Ｆ処理部３５４０を経由して、入力データ転送先切替部３２１
０に入力する；
などがある。
【０１７５】
上記方法で入力された各種デジタル情報から、所望の情報（たとえば、デジタルカメラ３
６３０からのＪＰＥＧ圧縮静止画情報、およびオーディオエンコーダ３３１０からのＭＰ
ＥＧ圧縮音声情報）が、システム制御部３０２０の制御に従って選択される。そして、選
択された情報（ＪＰＥＧ圧縮静止画情報およびＭＰＥＧ圧縮音声情報）が、入力データ転
送先切替部（データバスライン）３２１０を通って、情報記録再生部３０００に転送され
る。
【０１７６】
なお、情報記録再生部３０００に転送される音声入力情報あるいは静止画像情報には、ア
ナログ入力信号の場合にはアナログコピー世代管理システムＣＧＭＳ－Ａの情報が、また
デジタル入力信号の場合にはデジタルコピー世代管理システムＣＧＭＳ－Ｄの情報が、添
付されていることがある。
【０１７７】
コピー世代管理システムＣＧＭＳ情報として「何回でもコピー可」の情報（２ビットフラ
グ）が記載されている場合には、暗号化処理は不要なので、非暗号化のプレーンな状態の
まま入力情報が入力データ転送先切替部３２１０から情報記録再生部３０００へ転送され
る。
【０１７８】
一方、ＣＧＭＳ－ＡまたはＣＧＭＳ－Ｄでコピー制限が指定されている場合には、コピー
制限された情報が、入力データ転送先切替部３２１０から暗号化処理部３１１０に送られ
る。
【０１７９】
暗号化処理部３１１０では、暗号キー生成／保存部３１４０でランダムに生成された暗号
キーに基づいて、コピー制限された情報を暗号化する（暗号化の方法については図８（ｅ
）参照）。
【０１８０】
暗号化処理部３１１０で暗号化された音声情報および／または静止画像情報は、相互認証
／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０に送られる。
【０１８１】
この相互認証／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０から、暗号化された音声情報お
よび／または静止画像情報が、情報記録再生部３０００へ転送される。この情報記録再生
部３０００へ転送される情報には、必要に応じて、ＣＧＭＳ－ＡまたはＣＧＭＳ－Ｄのコ
ピー制限情報（２ビットのフラグ）が添付される。
【０１８２】
ＣＧＭＳ情報として「１世代だけコピー可」の情報が記載されている場合には、このＣＧ
ＭＳ情報とともに、暗号解読キーが添付されて、暗号化された音声入力情報が、相互認証
／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０から情報記録再生部３０００へ転送される。
【０１８３】
ＣＧＭＳ情報として「コピー不可」の情報が記載されている場合には、このＣＧＭＳ情報
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とともに、暗号解読キーなしで、暗号化された音声入力情報が、相互認証／キー交換＆暗
号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０から情報記録再生部３０００へ転送される。
【０１８４】
あるいは、ＣＧＭＳ情報として「コピー不可」の情報が記載されている場合には、「この
プログラムは著作権保護されており記録できません」といった警告メッセージだけを相互
認証／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０から情報記録再生部３０００へ転送し、
この警告以外の記録がなされないようにしてもよい。
【０１８５】
上記ＣＧＭＳ情報（コピー制限の種類を示す２ビットフラグや著作権保護の警告メッセー
ジ）は、たとえば図３（ａ）のオーディオカード（メモリカード）１００では、カード固
有ＩＤ＆キー情報記録領域（ＲＡＭ）１０３に書き込むことができる。
【０１８６】
あるいは、上記ＣＧＭＳ情報（コピー制限の種類を示す２ビットフラグや著作権保護の警
告メッセージ）は、たとえば図４（ａ）の光ディスク１７０では、リードインエリア１８
００の書替可能データゾーンあるいは図４（ｄ）の管理情報記録領域１３０に書き込むこ
とができる。
【０１８７】
以上の暗号化処理関連部分（３１１０～３１４０）の動作（ＣＧＭＳ情報の内容に応じた
選択的な暗号化処理動作）は、システム制御部３０２０により制御されるようになってい
る。
【０１８８】
情報記録再生部３０００は、具体的には、
（２１）情報記憶媒体がオーディオカード（メモリカード）１００の場合には接触式の電
極部；
（２２）情報記憶媒体がリムーバブルなハードディスクの場合にはＨＤＤ内の磁気ヘッド
およびＨＤＤの回転制御回路；
（２３）情報記憶媒体が記録再生可能な光ディスクの場合には光学ヘッドおよびディスク
回転制御回路；
などを含んで創世される（図９ではメモリカード１００が用いられる場合を例示している
）。
【０１８９】
次に、オーディオカード（メモリカード）１００に対してＣＧＭＳでコピー管理された音
声情報および／または静止画情報が記録／再生されるものとして、図９の構成の説明を続
ける。
【０１９０】
同時に、図１０を参照しながら、オーディオカード（メモリカード）１００と図９の装置
との間の相互認証処理およびキー交換処理についても、並行して説明する。
【０１９１】
図３（ａ）のオーディオカード（メモリカード）１００が（ユーザにより）図９の情報記
録再生部３０００に装着されると、図示しないカードの電極を介してカード１００が情報
記録再生部３０００側から給電される。すると、カード１００内の制御用ＣＰＵ／ＭＰＵ
１０１により、図３（ａ）のＲＯＭ１０２に格納された認証／キー交換＆Ｉ／Ｏ処理関連
プログラムが起動する。
【０１９２】
このプログラムにより、暗号処理部３０１０とオーディオカード１００間で相互認証とキ
ー交換が実行される。
【０１９３】
すなわち、認証処理／キー交換の処理課程において、暗号キー生成／保存部３１４０でチ
ャレンジキーを発生させ、それを暗号化処理部３１１０で暗号化し、相互認証／キー交換
＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０を介してオーディオカード１００に送る。そして、オー



(22) JP 4153629 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

ディオカード１００内で暗号化されたチャレンジキーを解読して認証する。
【０１９４】
さらに、カード固有ＩＤ情報＆キー情報記録領域のＲＡＭ１０３内に保存されたレスポン
スキーを暗号化して暗号処理部３０１０に送り、暗号化処理部３１１０内で暗号化された
レスポンスキーを解読して認証する処理が行われる。
【０１９５】
これらの認証処理において、互いに相手のＩＤがチェックされる。
【０１９６】
たとえば、図３（ａ）のカード１００のＣＰＵ／ＭＰＵ１０１は、情報記録再生部３００
０を介して図９の装置の固有ＩＤ（このＩＤは、たとえば情報記録再生部３０００内の図
示しないＲＯＭに書き込んである）を読み取って、その装置が自分（カード１００）にマ
ッチした正規のものであるかどうかチェックできる。
【０１９７】
同様に、図９のシステム制御部３０２０は、情報記録再生部３０００を介して図３（ａ）
のカード１００の固有ＩＤを読み取って、その装置が自分（図９の装置）にマッチした正
規のものであるかどうかチェックできる。
【０１９８】
こうして、カード１００と図９の装置との間で相互認証が行われる（ステップＳＴ１０）
。
【０１９９】
上記相互認証に失敗すれば、図１０では図示しないが、それ以後の処理はキャンセルされ
、カード１００への情報記録あるいはカード１００からの情報再生はされない状態となる
。
【０２００】
上記の相互認証が済むと（認証ＯＫである場合）、オーディオカード１００と暗号処理部
３０１０との間で共通の暗号キーが乱数等に基づき作成され、その共通暗号キー情報が、
カード固有ＩＤ情報＆キー情報記録領域のＲＡＭ１０３および暗号キー生成／保存部３１
４０の双方に一時保管される（ステップＳＴ１２）。
【０２０１】
こうして、カード１００および図９の装置の双方が、暗号解読に必要な共通のキー情報を
持つようになる。
【０２０２】
上記一連の相互認証／キー交換処理が完了すると、そこで生成された共通の暗号キーを利
用して、暗号化処理部３１１０は入力データ転送先切替部３２１０から送られてきたデジ
タル情報（音声／オーディオ情報あるいは画像／イメージ情報）を暗号化する（ステップ
ＳＴ１４）。
【０２０３】
この暗号化において、図８（ｄ）（ｅ）に示すような圧縮されたオーディオ情報記録領域
２７４０に対して、暗号化単位（６４ビット）毎に暗号化変換（暗号化単位でランダムに
入れ替えるシャッフリング）してデータが書き替えられる。
【０２０４】
その際、ＡＤＴＳヘッダ２７１０部分と端数部分の領域ｇに対しては暗号化変換は行なわ
れず、非暗号化状態のプレーンな状態のまま情報記録再生部３０００に転送される。
【０２０５】
そして、暗号化されたデジタル情報がカード１００に転送され、カード１００のデータ領
域１１３の所定箇所に記録される（ステップＳＴ１６の記録時）。
【０２０６】
ここで、著作権保護すべき情報をカード１００に記録する場合には、同時にＣＧＭＳ－Ｄ
の情報も転送記録する。
【０２０７】
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一方、暗号化された情報の再生時には、暗号化単位で暗号化変換されたデータ（音声／オ
ーディオ情報あるいは画像／イメージ情報）および非暗号化状態のＡＤＴＳヘッダ２７１
０部分とおよび領域ｇ部分が、情報記録再生部３０００を介してカード１００から暗号処
理部３０１０に転送される（ステップＳＴ１６の再生時）。
【０２０８】
そして、転送されてきた暗号化変換されたデータが復号化処理部３１３０で暗号解読され
（ステップＳＴ１８）、出力データ／制御情報の転送先切替部（データ／コマンドのバス
ライン）３２２０に送出される。
【０２０９】
なお、上記暗号化変換されたデータには、著作権保護されている場合は、ＣＧＭＳ－Ｄの
情報も含まれている。
【０２１０】
以下、再生時の処理の例をより詳しく説明する。
【０２１１】
コピープロテクション機能付きオーディオカード１００に記録された情報を再生する場合
には、情報記録再生部３０００は、図３（ｅ）に示すプログラムチェーンセット情報記録
領域１４０内の情報を読み取り、少なくともその一部をシステム制御部３０２０内のメモ
リ部（ＲＡＭ）に格納した後、そのメモリ部に一時記録された情報を用いて再生すべき音
声情報ファイルを検索する。
【０２１２】
音声情報ファイルの再生前には、その情報に関係するＣＧＭＳ－Ｄの情報が読み取られ、
出力データ／制御情報の転送先切替部３２２０に直接転送するか、暗号処理部３０１０経
由で出力データ／制御情報の転送先切替部３２２０に転送するかが、システム制御部３０
２０により判断されて、そのいずれかの転送経路が選択される。
【０２１３】
情報記録再生部３０００から暗号化された情報が転送される場合には、図１０のステップ
ＳＴ１０～ＳＴ１２の相互認証／キー交換処理が行なわれ、暗号処理部３０１０とオーデ
ィオカード１００との間で共通の暗号キーが保持される。
【０２１４】
相互認証／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０を経由して復号化（暗号解読）処理
部３１３０に入力された暗号化情報は、図８（ｅ）に示すような構造を有している。
【０２１５】
この暗号化情報は、復号化処理部３１３０内で前記共通の暗号キーに基づき暗号化単位毎
に復号（暗号解読）され、復号化後のプレーンな情報が暗号化単位毎に元のデータ配列に
並べ替えられる。
【０２１６】
出力データ／制御情報の転送先切替部（データ／コマンドのバスライン）３２２０から転
送された（復号化後のプレーンな）デジタル情報は、
（３１）音声情報の場合には、オーディオデコーダ３２２０でデコードされてリニアＰＣ
Ｍ信号に戻された後、オーディオバッファ３４１０内に一時保管される；
（３２）テキスト情報の場合は、文字発生器（キャラクタジェネレータ）３３４０で「コ
ード→キャラクタ変換」された後、イメージ情報としてテキスト用ラインバッファ３４２
０に一時保管される；
（３３）ＪＰＥＧあるいはＭＰＥＧ（Ｉピクチャー）などで圧縮された静止画像情報の場
合は、イメージデコーダ３３３０内でビットマップ情報に変換された後、ページバッファ
３４３０内に一時保管される；
（３４）必要に応じて、ビデオプロセッサ部３３７０で、ページバッファ３４３０に一時
保管されたビットマップ形式の静止画像情報とラインバッファ３４２０に一時保管された
テキスト情報イメージとを合成して、１枚の合成画像を作成する。
【０２１７】
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以上のようにして得られた合成画像が、カラー液晶表示パネル等のイメージ表示部３７１
０において、適宜表示される。
【０２１８】
一方、オーディオバッファ３４１０内に一時保管された音声情報は、フレーム毎にＤ／Ａ
コンバータ（ＤＡＣ）３３６０に転送され、アナログ信号に変換された後、スピーカ等へ
繋がる外部出力端子３７２０へ送出される。
【０２１９】
なお、音声情報再生時のテキストあるいは静止画像情報のイメージ表示部３７１０におけ
る表示タイミングは、再生されるオーディオフレーム番号に同期して制御される。
【０２２０】
図９に示したシステム制御部３０２０では、たとえば図６（ｂ）に示す曲＃βの「トータ
ルフレーム数」を曲＃βの「再生中に表示する静止画像枚数」で割った値が「静止画像１
枚毎の再生オーディオフレーム数」として設定される。
【０２２１】
システム制御部３０２０では常に再生中のオーディオフレーム番号（累計されたオーディ
オフレーム数）がモニタされ、再生したオーディオフレーム番号が所定値に達した時に、
イメージ表示部（カラー液晶ディスプレイ）３７１０へ送るページバッファ３４３０内の
静止画像情報が切り替えられる。
【０２２２】
なお、図２を参照して前述した「曲の結合」および「曲の分割」いずれの処理も、図９の
システム制御部３０２０が中心に行い、変更された管理情報（ＣＩ＃あるいはＡＯＢＩ＃
）は、出力データ／制御情報の転送先切替部（データ／コマンドバスライン）３２２０を
経由して情報記録再生部３０００へ送られる。
【０２２３】
その結果、図３（ｄ）の管理情報記録領域１３０内の情報が書き替えられる。また「曲の
分割」処理時には、オーディオオブジェクト記録領域１３１の情報（図２（ｃ）（ｄ）の
例ではＡＯＢＩ＃３、ＡＯＢＩ＃５、ＡＯＢＩ＃６に対応するオーディオデータ）も変更
される（音声情報ファイルをＡＯＢＩ＃３からＡＯＢＩ＃５およびＡＯＢＩ＃６に分割す
る処理）。
【０２２４】
図９の情報記録再生部３０００に対して図４の光ディスク１７０が用いられる場合は、デ
ィスク１７０はメモリカード１００のような制御用ＣＰＵ／ＭＰＵ１０１を持たない。こ
の場合は、前述した図１０の処理は、図９の相互認証／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部
３１２０側で行なうことができる。
【０２２５】
具体的には、情報記録再生部３０００にディスク１７０が挿入されると、相互認証／キー
交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０は、ディスク１７０に対して、そのディスクの固有
ＩＤを質問する。
【０２２６】
すると、ディスク１７０は、図４（ｂ）のリードインエリア１８００等に記録されている
自身の固有ＩＤ（そのディスクの製造者名、製品名、ロット番号、シリアル番号など）を
回答する。
【０２２７】
一方、相互認証／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０は、図示しない内部ＲＯＭに
対応可能な媒体のＩＤテーブルを持っており、ディスク１７０から回答されたディスク固
有ＩＤに該当するものがこのＩＤテーブルにあるかどうかチェックする。この内部ＩＤテ
ーブルにディスクの固有ＩＤにマッチするものがあれば、そのディスク１７０と図９の装
置間で相互認証が取れたことになる。
【０２２８】
すなわち、光ディスク１７０が（ユーザにより）図９の情報記録再生部３０００に装着さ
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れると、相互認証／キー交換＆暗号情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０は、光ディスク１７０のた
とえばリードインエリア１８００からそのディスクのＩＤを読み取り、自分自身（図９の
装置）のＩＤテーブル等と比較するなどして、相手を確認する（ステップＳＴ１０）。
【０２２９】
以後の処理（ステップＳＴ１２～ＳＴ１８）の処理は、図９の相互認証／キー交換＆暗号
情報Ｉ／Ｆ制御部３１２０側で実行されることを除き、メモリカード１００を用いた場合
と同様でよい。
【０２３０】
図１１は、図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）に画像情報つきの音声情
報を記録する手順を説明するフローチャート図である。この処理手順は、たとえば図９の
システム制御部３０２０によって実行できる。
【０２３１】
まず、音声情報（オーディオオブジェクトＡＯＢ）および画像情報（イメージオブジェク
トＩＯＢ／ＩＭＧ）の記録領域の他に、再生時に表示される画像情報（ＩＯＢ／ＩＭＧ）
を指定する管理情報（イメージポインタ情報ＩＰＩを含むことができる図６（ｃ）のＡＯ
ＢＩまたはＩＰＩを含むことができる図７（ｂ）のＣＩ）を持つ情報記録媒体として、図
３のオーディオカード１００（または図４の光ディスク１７０）を用意する（ステップＳ
Ｔ１００）。
【０２３２】
上記画像情報（ＩＯＢ／ＩＭＧ）としては、音声情報（ＡＯＢ）の再生時に同時に表示で
きる静止画像などが用いられる。
【０２３３】
次に、ＡＯＢ内の再生範囲を示す管理単位（セルＣ、オーディオオブジェクトＡＯＢまた
はトラックＴＫ）を定義する。そして、この管理単位に基づく管理情報（セル情報ＣＩ、
オーディオオブジェクト情報ＡＯＢＩまたはトラック情報ＴＫＩ）を、この管理情報の記
録領域（図３（ｅ）、図４（ｅ）または図６（ｃ）のＡＯＢＳＩ記録領域１４１、あるい
は図３（ｇ）、図４（ｇ）または図７（ｂ）のＣＩ記録領域１６１など）に記録する（ス
テップＳＴ１０２）。
【０２３４】
このステップでは、前記ＡＯＢが楽曲である場合において、たとえば曲の結合前後での管
理情報の変更処理を簡単にするために、曲サイズあるいはこの曲サイズより小さな音声情
報（ＡＯＢ）内の再生範囲を示す管理単位（セルＣ／ＡＯＢ／トラックＴＫ）を定義して
いる。
【０２３５】
次に、前記管理単位に基づく管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ）内に、前記管理単位内
でのＡＯＢの再生中に表示されるＩＯＢを指定した情報（イメージポインタ情報ＩＰＩ）
を記録する（ステップＳＴ１０４）。
【０２３６】
図１２は、図１１の手順で情報記録がなされた媒体（図３のオーディオカードまたは図４
の光ディスク）から曲単位で音声情報を再生するときに、その曲に対応する静止画像がど
のように表示されるかを説明するフローチャート図である。この処理も、図９のシステム
制御部３０２０によって実行できる。
【０２３７】
まず、前記管理単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＫ）が示す再生範囲のサイズと、対応する曲のサイ
ズとが比較される。これらのサイズが一致すれば、前記管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫ
Ｉ）内のイメージポインタ情報ＩＰＩで指定された静止画像のイメージオブジェクト（Ｉ
ＯＢ／ＩＭＧ）が、その曲の再生と同時に表示される（ステップＳＴ２００）。
【０２３８】
ここで、１曲が複数の管理単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＫ）で構成されている場合は（たとえば
図６（ｂ）の曲＃β）、該当曲（曲＃β）中には複数の管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫ
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Ｉ）が存在する。
【０２３９】
この場合は、該当曲（曲＃β）中で最初に再生される管理単位（Ｃ／ＡＯＢ／ＴＫ）に対
応した前記管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ；たとえば図６（ｃ）のＡＯＢＩ＃２）内
で指定される（図６（ｃ）のＩＰＩ＃２で指定される）静止画像のイメージオブジェクト
（ＩＯＢ／ＩＭＧ）が、該当曲（曲＃β）の再生中に表示されるようになる（ステップＳ
Ｔ２０２）。
【０２４０】
図１３は、図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）に記録された画像情報つ
きの音声情報のうち、２つの曲を結合する場合の編集処理手順を説明するフローチャート
図である。この処理手順は、たとえば図９のシステム制御部３０２０によって実行できる
。
【０２４１】
いま、曲＃αと曲＃β（図１（ａ））に対して「曲の結合」を行って曲＃γ（図１（ｃ）
）とし、曲＃γの再生時に元の曲＃αに対応した音声情報（図１（ｂ）のＡＴＳ＿０１．
ＡＯＢ）を最初に再生する場合を考えてみる。
【０２４２】
まず、結合前の曲＃αと曲＃βに関する管理単位（Ｃ＃α／ＡＯＢ＃α／ＴＫ＃αとＣ＃
β／ＡＯＢ＃β／ＴＫ＃β）および、それぞれの管理単位に基づく管理情報（ＣＩ＃α／
ＡＯＢＩ＃α／ＴＫＩ＃αとＣＩ＃β／ＡＯＢＩ＃β／ＴＫＩ＃β）が保持される。その
後、上記管理情報（ＣＩ＃／ＡＯＢＩ＃／ＴＫＩ＃）内が、結合後の曲＃γに対応して変
更される（ステップＳＴ３００）。
【０２４３】
この曲の結合（α＋β→γ）に伴う変更により、たとえば曲＃γの再生時において先に曲
＃αのパート（図１（ｄ）のＡＴＳ＿０１．ＡＯＢ）が再生され、その後に曲＃βのパー
ト（図１（ｄ）のＡＴＳ＿０２．ＡＯＢ）が再生されるようになる。
【０２４４】
次に、曲＃αと曲＃βとで指定される静止画像（図１（ｂ）のＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～Ｉ
ＭＧ＿０４．ＩＯＢ）が所定数（たとえば２０枚）以下の場合（図１（ｂ）の例では４枚
）は、後に再生される曲＃βでの静止画像指定情報（イメージポインタ情報ＩＰＩ）を、
先に再生される曲＃αの管理情報（ＣＩ＃α、ＡＯＢＩ＃αあるいはＴＫ＃α；図１（ｃ
）の例ではＡＯＢＩ＃１）に移動させる（ステップＳＴ３０２）。
【０２４５】
一方、曲＃αと曲＃βとで指定される静止画像が所定数（２０枚）を越える場合（たとえ
ば図２（ａ）において＃αが１５枚、＃βが１０枚で合計２５枚になる場合）は、曲＃α
と曲＃βとで指定される静止画像（図示しない＃αのＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿１
５．ＩＯＢ＋＃βのＩＭＧ＿０１．ＩＯＢ～ＩＭＧ＿１０．ＩＯＢ）の中から所定数（２
０枚）まで自動的に選択される（この自動選択の方法については図１４を参照して後述す
る）。
【０２４６】
続いて、選択された静止画像に関する指定情報（２０枚分のイメージポインタ情報ＩＰＩ
；図２（ｂ）の例ではＩＰＩ＃１’）を、曲＃αに関する管理情報（ＣＩ＃α／ＡＯＢＩ
＃α／ＴＫＩ＃α）内に書き替え、かつ、選択から漏れた（落選した）静止画像（上記例
では２５枚ー２０枚＝５枚）に関する指定情報（５枚分のイメージポインタ情報ＩＰＩ；
図２（ｂ）の例ではＩＰＩ＃２’）を、曲＃βに関する管理情報（ＣＩ＃β／ＡＯＢＩ＃
β／ＴＫＩ＃β）内に書き替える（ステップＳＴ３０４）。
【０２４７】
このように、表示対象の画像選択から漏れた落選画像およびその管理情報／指定情報は、
実際に消去されるわけではなく、単に表示されないだけで、（ユーザが意識的に消去しな
い限り）残っている。このため、後に必要が生じたら、残っている落選画像を再び表示対
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象に復活させる編集処理が可能になる。
【０２４８】
以上の処理を経て結合された曲＃γが再生される場合は、まず、曲＃αに関する管理情報
（ＣＩ＃α／ＡＯＢＩ＃α／ＴＫＩ＃α）内で指定された（ＩＰＩのポインタで指定され
た）静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）が、曲＃γの再生と同時に表示される（ステップＳＴ３
０６）。
【０２４９】
曲＃αと曲＃βとを曲＃γに結合した後に、曲＃γの再生時の表示対象から外された落選
画像を表示したい場合は、図３のオーディオカード１００（あるいは図４の光ディスク１
７０）を、所定の編集機能を持つ装置（高機能なオーディオカードまたは光ディスクの録
再装置、あるいは必要なインターフェイスおよび編集プログラムがインストールされたパ
ーソナルコンピュータなど）にセットする。この編集機能により、曲＃αに関する管理情
報（ＣＩ＃α／ＡＯＢＩ＃α／ＴＫＩ＃α）と曲＃βに関する管理情報（ＣＩ＃β／ＡＯ
ＢＩ＃β／ＴＫＩ＃β）とを入れ替える（ステップＳＴ３０８）。
【０２５０】
すると、落選画像を指定するイメージポインタ情報）（図２（ｂ）のＩＰＩ＃２’）が表
示対象となり、曲＃γの再生時に落選画像を表示することができるようになる。
【０２５１】
図１４は、図１３のステップＳＴ３０４において行われる「静止画像の自動選択」の具体
例を説明するフローチャート図である。
【０２５２】
ここでは、曲＃αの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）が１５枚あり（その静止画を指定するポ
インタαＩＰ＃１～＃１５が１５個ある）、曲＃βの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）が１０
枚ある（その静止画を指定するポインタβＩＰ＃１～＃１０が１０個ある）場合を想定す
る。
【０２５３】
この場合、以下の何れかの方法で、２０枚を越える（ここでは２５枚）静止画像から２０
枚以下（ここでは２０枚）の静止画像を自動的に選択することができる（ステップＳＴ３
０４０）。
【０２５４】
（１）曲＃αの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）のポインタ（αＩＰ＃１～＃１５）の番号（
＃１～＃１５）と曲＃βの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）のポインタ（βＩＰ＃１～＃１０
）の番号（＃１～＃１０）とをランダムシャッフルして無作為に並べ（その結果ポインタ
番号は合計２５個になる）、その先頭（または末尾）から２０個以内（ここでは２０個）
のポインタ番号（γ＃ＩＰ＃１～＃２０）を選択する；または
（２）曲＃αの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）の奇数ポインタ番号（αＩＰ＃１、＃３、…
）と曲＃βの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）の偶数ポインタ番号（βＩＰ＃２、＃４、…）
とを番号順に並べて、その先頭（または末尾）から２０個以内（ここでは２０個）のポイ
ンタ番号（γ＃ＩＰ＃１～＃２０）を選択する；または
（３）曲＃αおよび曲＃βの静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）のポインタ番号を同じ番号毎に
まとめて並べ（たとえばα＃１、β＃１；α＃２、β＃２；……）、その先頭（または末
尾）から２０個以内（ここでは２０個）のポインタ番号（γ＃ＩＰ＃１～＃２０）を選択
する。
【０２５５】
なお、ステップＳＴ３０４０の自動選択から漏れた静止画像は、自動的に落選画像として
扱われるようになる。
【０２５６】
図１５は、図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）に記録された画像情報つ
きの音声情報のうち、１つの曲を２分割する場合の編集処理手順を説明するフローチャー
ト図である。この処理手順は、たとえば図９のシステム制御部３０２０によって実行でき



(28) JP 4153629 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

る。
【０２５７】
いま、ユーザが、図９の装置により、カード１００に記録されたある曲＃θを再生してい
るときに、その途中で曲＃θを２曲に分割したくなったとする。
【０２５８】
この場合、ユーザはその曲＃θの分割希望点で再生ポーズボタン（図示しないが図９の装
置パネルに装備されている）を押し、その後編集ダイヤル（図示しないが図９の装置パネ
ルに装備されている）で曲の分割を選択する。
【０２５９】
すると、図９のシステム制御部３０２０は、再生ポーズ状態にある曲＃θの分割境界の場
所に対応して、曲＃θの管理単位（Ｃ＃θ／ＡＯＢ＃θ／ＴＫ＃θ）を、曲＃ιの管理単
位（Ｃ＃ι／ＡＯＢ＃ι／ＴＫ＃ι）と曲＃κの管理単位（Ｃ＃κ／ＡＯＢ＃κ／ＴＫ＃
κ）とに分ける。そして、それぞれの管理単位に基づく管理情報（ＣＩ＃ι／ＡＯＢＩ＃
ι／ＴＫＩ＃ιとＣＩ＃κ／ＡＯＢＩ＃κ／ＴＫＩ＃κ）を新たに設定する（ステップＳ
Ｔ４００）。
【０２６０】
次に、曲＃ιおよび曲＃κに対応した上記管理情報（ＣＩ＃ι／ＡＯＢＩ＃ι／ＴＫＩ＃
ιとＣＩ＃κ／ＡＯＢＩ＃κ／ＴＫＩ＃κ）内の静止画像指定情報（たとえば図２（ｄ）
のＩＰＩ＃１”）として、曲＃θの管理情報（ＣＩ＃θ／ＡＯＢＩ＃θ／ＴＫθ）内の静
止画像指定情報（図２（ｃ）のＩＰＩ＃１”）を、コピーする（ステップＳＴ４０２）。
【０２６１】
曲＃θの表示用静止画像を指定するＩＰＩ＃１”はもともと所定枚数（ここでは２０枚）
以内であるから、これを分割後の曲＃ιおよび曲＃κにそのままコピーしても、曲＃ιお
よび曲＃κで表示対象となる静止画像の枚数も２０枚以内となる。
【０２６２】
その結果、曲＃ιまたは曲＃κを再生するときに表示される静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）
は、分割前の曲＃θの再生時に表示される静止画像（ＩＯＢ／ＩＭＧ）と同じものになる
（ステップＳＴ４０４）。
【０２６３】
なお、図２（ｃ）に例示されるように、分割前の曲＃θが複数の落選画像情報を持ってい
るときは、落選画像を指定する情報（ＩＰＩ＃２’、ＩＰＩ＃３’、ＩＰＩ＃４）は、分
割された曲＃ιおよび曲＃κに適宜振り分けられる（図２（ｄ）参照）。
【０２６４】
図１６は、図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付くテキ
スト（文字、記号、図形および／またはマーク）との再生関係（図中の矢印）の一例を説
明する図である。
【０２６５】
図１６は、図６のオーディオオブジェクト情報ＡＯＢＩ＃およびイメージポインタ情報Ｉ
ＰＩ＃をテキストオブジェクト情報ＴＯＢＩ＃およびテキストポインタ情報ＴＰＩ＃に置
き換えたもので、曲の再生中に同時表示されるテキスト情報がどのように管理されるかの
一例を示している。
【０２６６】
また、図１９は、図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付
くテキスト（文字、記号、図形および／またはマーク）との再生関係（図中の矢印）の他
の例を説明する図である。
【０２６７】
図１９は、図６のイメージポインタ情報ＩＰＩ＃をテキストポインタ情報ＴＰＩ＃に置き
換えたもので、曲の再生中に同時表示されるテキスト情報がどのように管理されるかの他
の例を示している。
【０２６８】
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図１７は、図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付くテキ
スト（文字、記号、図形および／またはマーク）との再生関係（図中の矢印）の他例を説
明する図である。
【０２６９】
図１７は、図７のイメージオブジェクト情報ＩＯＢＩ＃をテキストオブジェクト情報ＴＯ
ＢＩ＃に置き換えたもので、曲の再生中に同時表示されるテキスト情報がどのように管理
されるかの他の例を示している。
【０２７０】
図１８は、図６のセル情報（ＣＩ＃）をトラックサーチポインタ（ＤＰＬ＿ＴＫ＿ＳＲＰ
＃）に読み替え、図６のオーディオオブジェクト情報（ＡＯＢＩ＃）をトラック情報（Ｔ
ＫＩ＃）に読み替え、図６のイメージポインタ情報（ＩＰＩ＃）をイメージオブジェクト
に対するトラック情報サーチポインタ（ＴＫＩ＿ＩＯＢ＿ＳＲＰ）と読み替えた場合にお
ける、複数曲とそれらの曲に付く静止画像との再生関係（図中の破線矢印）を例示する図
である。
【０２７１】
以下の用語の読み替え（用語の解釈上の置換）をすれば、図６または図７を参照して説明
した情報の再生関係は、図１８に適用できる：
・ＰＧＣセット情報→プレイリストマネージャＰＬＭ；
・オリジナルＰＧＣ→デフォルトプレイリストＤＰＬ；
・個々の各ユーザ定義ＰＧＣ→個々のプレイリストＰＬ；
・セル情報ＣＩ→デフォルトプレイリストのトラックサーチポインタＤＰＬ＿ＴＫ＿ＳＲ
Ｐ；
・オーディオオブジェクト情報ＡＯＢＩ→トラック情報ＴＫＩ；
・セル情報ＣＩ→トラック情報ＴＫＩ；
・イメージポインタ情報ＩＰＩ→トラック情報イメージオブジェクトサーチポインタＴＫ
Ｉ＿ＩＯＢ＿ＳＲＰ；
・タイムマップ情報ＴＭＩ→タイムサーチテーブルＴＭＳＲＴ。
【０２７２】
なお、図１８の構成において、曲＃Ｂが長い曲である場合、曲＃ＢのＡＯＢファイルを特
定時間毎に自動的に分割し、分割した各ＡＯＢファイルにトラック情報ＴＫＩ（ＡＯＢＩ
またはＣＩに対応）を付けることができる。
【０２７３】
この場合、分割後のＡＯＢファイル番号は、付けられたＴＫＩの番号に合わせられる。
【０２７４】
デフォルトプレイリストＤＬＰでなくユーザが定義した個々のプレイリストＰＬからは、
各曲の先頭ＴＫＩだけが指定される。この場合、曲単位で表示される静止画像は、各曲の
先頭ＴＫＩで指定される。
【０２７５】
なお、図１８に示される例では、デフォルトプレイリストＤＰＬあるいはトラックマネー
ジャＴＫＭ（管理情報）の内容に対して、未記録エリアあるいは未使用エリアが設けられ
ている。
【０２７６】
このように管理情報に適宜未記録エリア（未使用エリア）が設定可能になっていると、管
理情報の一部が編集等で削除されても管理情報のその他の部分をいじらずに済むので、管
理情報の取り扱いを単純化できる。
【０２７７】
さらに、未使用エリアを含め各ＴＫＭ（管理情報）のサイズは固定（たとえば１５３６バ
イト）に固定されているので、各ＴＫＭ（管理情報）の記録位置（アドレス）の管理も単
純化できる。
【０２７８】
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このことから、管理情報に対して要求される再生装置側のバッファメモリサイズ（図９の
装置では、たとえば情報記録再生部３０００に内蔵された図示しないバッファのサイズ）
を大幅に節約できる。
【０２７９】
【発明の効果】
以上説明したこの発明の実施による効果をまとめると以下のようになる。
【０２８０】
１．この発明の実施の形態により静止画像付き音声情報（静止画像を同時に再生できる音
声情報）に対して、管理情報を大幅に変更することなく簡単かつ短期間に曲の結合・分割
などの編集処理が行える。
【０２８１】
２．曲の結合・分割などの編集処理時に、曲単位での音声情報再生時に表示する静止画像
の設定を容易に行える。
【０２８２】
３．曲の結合後にも、結合前の曲の再生範囲を、音声情報（ＡＯＢ）内の再生範囲を示す
「管理単位（セル／ＡＯＢ／トラック）」として残すとともに、前記管理単位に関する管
理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ）を管理情報として情報記憶媒体上に記録しておくため
、曲の結合前後での管理情報内の変更箇所が少なく、編集時の制御が簡単になる。
【０２８３】
４．（曲の結合などで）複数の「管理単位（セル／ＡＯＢ／トラック）」から１曲が構成
された場合、曲の最初に再生される管理単位に関する管理情報（ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ
）内に記載された静止画像情報に関する指定情報が、該当する曲全体の再生時に表示する
静止画像情報を示しているため、再生装置のメモリサイズを少なくできる。
【０２８４】
その際、曲の後半で再生される管理単位に関する管理情報内に曲単位での再生時に表示す
る静止画像情報の指定情報が記録されていた場合には、該当する曲を構成する全ての管理
単位に関する管理情報を、曲の再生前に再生装置のメモリに一時保存する。
【０２８５】
５．曲の結合後に表示対象範囲から外れた静止画像情報（ＩＯＢ）を指定する情報が、同
一曲内の２番目以降に表示する管理単位（セル／ＡＯＢ／トラック）に関する管理情報（
ＣＩ／ＡＯＢＩ／ＴＫＩ）内に記録されているので、後からユーザが曲単位での表示対象
の静止画像情報（ＩＯＢ）を選び変えることが（高級機を利用して）可能となる。
【０２８６】
６．曲の分割後には分割前の静止画像情報（ＩＯＢ）への指定情報がそのままコピーされ
て保存されるので、ユーザに「分割後も表示される静止画像情報がそのまま保存される」
と言う安心感を与えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施の形態に係る情報記憶媒体（メモリカードあるいはディスク）
に記録された、合計が所定枚数（ここでは２０枚）以下となる静止画像が付いた複数曲が
、編集により結合された場合を説明する図。
【図２】この発明の一実施の形態に係る情報記憶媒体（メモリカードあるいはディスク）
に記録された、合計が所定枚数（ここでは２０枚）を越える静止画像が付いた複数曲が、
編集により結合された場合と、結合後に分割された場合を説明する図。
【図３】この発明の一実施の形態に係る情報記憶媒体であるメモリカードの、記録フォー
マットを説明する図。
【図４】この発明の他の実施の形態に係る情報記憶媒体である光ディスクの、記録フォー
マットを説明する図。
【図５】図３または図４の情報記憶媒体に格納される各種情報のディレクトリ構成（記録
ファイルの階層構造）を説明する図。
【図６】図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付く静止画
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像との再生関係（図中の矢印）の一例を説明する図。
【図７】図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付く静止画
像との再生関係（図中の矢印）の他例を説明する図。
【図８】図３のコピープロテクト機能付オーディオカードに暗号化されたオーディオ情報
を記録する場合のフォーマット（データ構造）の一例を説明する図。
【図９】図３のコピープロテクト機能付オーディオカードに対して情報を記録しあるいは
情報を再生する装置の構成例を説明するブロック図。
【図１０】図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）と図９の記録／再生装置
との間で行われる、相互認証処理および暗号キー交換処理の手順を説明するフローチャー
ト図。
【図１１】図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）に画像情報つきの音声情
報を記録する手順を説明するフローチャート図。
【図１２】図１１の手順で情報記録がなされた媒体（図３のオーディオカードまたは図４
の光ディスク）から曲単位で音声情報を再生するときに、その曲に対応する静止画像がど
のように表示されるかを説明するフローチャート図。
【図１３】図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）に記録された画像情報つ
きの音声情報のうち、２つの曲を結合する場合の編集処理手順を説明するフローチャート
図。
【図１４】図１３のステップＳＴ３０４において行われる「静止画像の自動選択」の具体
例を説明するフローチャート図。
【図１５】図３のオーディオカード（または図４の光ディスク）に記録された画像情報つ
きの音声情報のうち、１つの曲を２分割する場合の編集処理手順を説明するフローチャー
ト図。
【図１６】図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付くテキ
スト（文字、記号、図形および／またはマーク）との再生関係（図中の矢印）の一例を説
明する図。
【図１７】図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付くテキ
スト（文字、記号、図形および／またはマーク）との再生関係（図中の矢印）の他例を説
明する図。
【図１８】図６のセル情報（ＣＩ＃）をトラックサーチポインタ（ＤＰＬ＿ＴＫ＿ＳＲＰ
＃）に読み替え、図６のオーディオオブジェクト情報（ＡＯＢＩ＃）をトラック情報（Ｔ
ＫＩ＃）に読み替え、図６のイメージポインタ情報（ＩＰＩ＃）をイメージオブジェクト
に対するトラック情報サーチポインタ（ＴＫＩ＿ＩＯＢ＿ＳＲＰ）と読み替えた場合にお
ける、複数曲とそれらの曲に付く静止画像との再生関係（図中の破線矢印）を説明する図
。
【図１９】図３または図４の情報記憶媒体に格納される複数の曲とそれらの曲に付くテキ
スト（文字、記号、図形および／またはマーク）との再生関係（図中の矢印）の他の例を
説明する図。
【符号の説明】
１００…コピープロテクト機能付オーディオカード（メモリカード）；
１０１…カード内制御用マイクロコンピュータ（ＣＰＵあるいはＭＰＵ）；
１０２…認証／キー交換およびＩ／Ｏ処理関連の制御プログラムを格納した読み出し専用
領域（ＲＯＭエリア）；
１０３…カード固有のＩＤおよび暗号キー情報を記録する書替可能な領域（ＲＡＭエリア
）；
１０４…アプリケーション用データ記録領域（音声情報、静止画像情報、テキスト情報な
どの情報本体と、関連制御情報を格納する書替可能なＲＡＭエリア）；
１１０…ブート領域；
１１１…ファイルアロケーションテーブル（ＦＡＴ）記録領域；
１１２…ルートディレクトリ内の情報記録領域；
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１１３…データ領域；
１２０…一般的なコンピュータ情報の記録領域；
１２１…オーディオ関連情報の記録領域；
１３０…管理情報の記録領域；
１３１…オーディオオブジェクト（ＡＯＢ）の記録領域；
１３２…イメージオブジェクト（ＩＯＢ）の記録領域；
１３３…テキストオブジェクト（ＴＯＢ）の記録領域；
１４０…プログラムチェーンセット情報（ＰＧＣＳＩ）の記録領域；
１４１…オーディオオブジェクトセット情報（ＡＯＢＳＩ）の記録領域；
１４２…イメージオブジェクトセット情報（ＩＯＢＳＩ）の記録領域；
１４３…テキストオブジェクトセット情報（ＴＯＢＳＩ）の記録領域；
１５０…オリジナルプログラムチェーン（ＯＲＧ＿ＰＧＣ）の情報記録領域；
１５１…ユーザ定義プログラムチェーン（ＵＤ＿ＰＧＣ）＃Ａの記録領域；
１５２…ユーザ定義プログラムチェーン（ＵＤ＿ＰＧＣ）＃Ｂの記録領域；
１６０…プログラムチェーン内に存在するセルの合計数に対応した情報の記録領域；
１６１…セル情報（ＣＩ）＃１の記録領域；
１６２…セル情報（ＣＩ）＃２の記録領域；
１７０…ディスク状情報記録媒体（ＤＶＤ＿ＲＡＭあるいはＭＯディスクなどの記録／再
生可能な光ディスク）；
１８００…リードインエリア（エンボス／書替可能データゾーン）；
１８１０…ボリュームおよびファイル構造の情報領域（書替可能データゾーン）；
１８２０…データ領域（書替可能データゾーン）；
１８３０…リードアウトエリア（書替可能データゾーン）；
１６１～１６９…セル情報ＣＩ＃；
１７１～１７５…オーディオオブジェクト情報ＡＯＢＩ＃
１８１～１８５…タイムマップ情報ＴＭＩ；
１９１～２００…イメージポインタ情報ＩＰＩ＃；
２０１～２０２…イメージオブジェクト情報ＩＯＢＩ＃；
２２１～２２５…オーディオタイトルセットのＡＯＢ；
２３１～２３３…イメージデータ（静止画像情報）のＩＯＢ；
１９１Ｔ～２００Ｔ…テキストポインタ情報ＴＰＩ＃；
２３１Ｔ～２３２Ｔ…テキストデータのＴＯＢ；
２５００…オーディオオブジェクトファイル；
２５１０～２５３０…オーディオオブジェクトユニットＡＯＢＵ；
２６１０～２６３０…オーディオフレーム（ＡＯＢフレーム）；
２７１０…ＡＤＴＳ（アドバンスド・オーディオ・コーディングのトランスポート・スト
リーム）のヘッダ；
２７２０…固定ヘッダ（ＡＯＢの同期ワード含む）；
２７３０…可変ヘッダ；
２７４０…ＭＰＥＧ２のＡＡＣなどで圧縮されたデジタルオーディオ情報の記録領域；
２８１０…非暗号化領域；
２８２０…暗号化領域；
＃ａ～＃ｆ…暗号化領域における暗号化単位。
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